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あ

と

が

き

　平
成
28
年
年
明
け
の
議
会

だ
よ
り
は
「
新
庁
舎
位
置
」

の
特
集
号
と
な
る
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
さ
ら

に
市
民
と
の
意
見
交
換
、
意

見
聴
取
を
行
い
、
よ
り
良
い

結
論
を
出
す
よ
う
取
り
組
み

た
い
で
す
。

　魚
沼
市
議
会
は
本
会
議
の

ほ
か
に「
総
務
」「
福
祉
文
教
」

「
産
業
建
設
」
の
３
つ
の
常

任
委
員
会
、「
地
域
医
療
対

策
」「
庁
舎
再
編
整
備
」「
総

合
計
画
」「
議
会
改
革
」「
広

報
編
集
」
の
５
つ
の
特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
各
委
員

会
で
は
、
住
民
の
よ
り
良
い

暮
ら
し
の
た
め
の
政
策
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
つ
い
て

集
中
的
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
委

員
会
は
設
備
の
関
係
も
あ
り
、

ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
委
員
会
の
傍
聴
に
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

高
野
甲
子
雄
）

　魚
沼
市
が
合
併
し
て
10
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
10
年

間
に
人
口
が
５
，
０
０
０
人

も
減
少
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と

集
落
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
が
多
く
出
て
し
ま

い
ま
す
。

　よ
う
や
く
市
も
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
姿
勢
を
市
報
12

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
よ

く
読
ん
で
み
る
と
、
こ
こ
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、

過
去
の
市
長
選
挙
や
市
議
会

議
員
選
挙
で
各
候
補
者
が
公

約
と
し
て
掲
げ
た
項
目
と
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
何
が
不

足
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

予
算
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
ア
イ
デ
ア
で
し
ょ
う
か
。

　議
員
の
皆
様
、
建
設
的
で

活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
、
若
い
人
が
職
を
求

め
て
都
会
に
出
な
く
て
も
す

む
よ
う
に
、
そ
し
て
明
る
い

未
来
を
想
像
で
き
る
魚
沼
市

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

　防
災
士
と
は
、自
助
、共
助
、

協
働
を
原
則
と
し
て
、
社
会

の
様
々
な
場
で
防
災
力
を
高

め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ

の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一

定
の
知
識
・
技
能
を
習
得
し

た
こ
と
を
、
日
本
防
災
士
機

構
が
認
定
し
た
人
で
す
。

　現
在
魚
沼
市
に
は
、
正
確

な
人
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

各
地
区
に
お
り
ま
す
。

　私
も
２
０
１
３
年
に
魚
沼

市
の
助
成
に
よ
り
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
と
き
の
受

講
者
は
魚
沼
市
在
住
者
52
名

で
し
た
。
消
防
団
員
の
方
、

自
主
防
災
組
織
の
方
、
い
ろ
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議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

　市
議
会
議
場
は
広
神
庁
舎

３
階
に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の

手
続
き
は
、
受
付
用
紙
に
氏

名
等
を
記
入
す
る
だ
け
で

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　学
校
・
各
種
団
体
の
場
合

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　定
例
会
は
年
４
回
（
２

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

開
か
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
会
が
開
か
れ

ま
す
。

　日
程
は
、
市
報
お
知
ら

せ
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
字
数
３
５
０
字
程
度

●
タ
イ
ト
ル

●
住
所
・
氏
名

　（
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き

　ま
せ
ん
。）

●
顔
写
真
を
同
封
の
う
え
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　（顔
写
真
の
掲
載
を
希
望

　さ
れ
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。）

送
り
先

　魚
沼
市
議
会
事
務
局

　︵
魚
沼
市
今
泉

　
　
　１
４
８
８
番
地
１
︶

﹁
市
民
の
声
﹂
の

原
稿
を
募
集
し
ま
す

い
ろ
な
立
場
の
方
が
受
講
し
、

各
地
区
に
お
ら
れ
ま
す
。

　魚
沼
市
で
は
、
防
災
士
に

関
し
て
は
組
織
化
を
し
て
お

ら
ず
、
各
防
災
士
は
そ
れ
ぞ

れ
個
人
と
し
て
活
動
を
進
め

て
い
る
の
が
現
状
と
思
い
ま

す
。
私
は
幸
い
な
こ
と
に
地

区
の
自
主
防
災
組
織
と
と
も

に
活
動
の
場
を
与
え
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

防
災
士
の
方
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

活
動
し
た
く
て
も
機
会
が
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　意
見
を
交
換
す
る
場
も
あ

り
ま
せ
ん
し
、
連
絡
す
ら
で

き
ま
せ
ん
。

　防
災
士
は
民
間
資
格
で
す

の
で
災
害
時
に
特
別
な
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
防
災

機
関
と
役
割
分
担
、
す
み
分

け
を
し
て
防
災
の
一
翼
と
な

れ
る
よ
う
、
魚
沼
市
の
防
災

士
が
集
ま
り
意
見
交
換
等
で

き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
防
災
士
の
活
動
に
つ
い
て

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
会
議
の
映
像
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
魚
沼
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
会
議
録
も
議
会
事

務
局
、
図
書
館
（
室
）、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
会
議
の

　映
像
配
信
を

　
　
　し
て
い
ま
す

定例会・　　庁舎問題……………………… 2ページ特集

特集

新
保

　鈴
木
重
男
さ
ん

魚
沼
市
の
将
来
を
憂
う

下
倉

　韮
澤
幸
彦
さ
ん

魚
沼
市
防
災
士
に
つ
い
て

う
れ
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〈12月4日分〉
●エフエム魚沼の開局について

　コミュニティ FM放送局「エフエム魚沼」が12月17日に開局式を行い、放送を開始する。周波数は81.4メガヘル
ツである。

●特定空き家の行政代執行について

　小出島地内の空き家について、屋根等に相当な損壊が見受けられ、今後は屋根の雪下ろしもできない危険な状態と
なっており、今冬の積雪による倒壊と人的被害を未然に防止するため、所有者に代わり市が12月7日に除却する。

●空き家バンクの創設について

　空き家等の有効利用を図り、移住・定住を促進するため、11月27日に公益社団法人新潟県宅地建物取引業協会と「魚
沼市空き家バンク制度の運用及び相談等に関する協定」を締結した。

●訴訟事件の判決について

　斎場建設用地取得経費に係る違法公金支出金返還請求事件について、10月30日に新潟地方裁判所において、原告ら
の訴えを却下及び棄却する旨の判決があった。
　また、斎場建設工事費等に係る違法公金支出差止・損害賠償請求事件についても、11月5日に新潟地方裁判所において、
原告らの訴えを却下及び棄却する旨の判決があった。

●魚沼市斎場の供用開始について

　12月15日に新しい斎場を供用開始し、大沢地区にある斎場は12月14日をもって廃止する。
●株式会社神湯温泉倶楽部の代表取締役社長の交代について

　市長が暫定的に社長を務めてきたが、12月1日付けで新代表取締役社長に星千鶴子氏が就任した。
●総合ビジターセンターかたっくりの営業休止について

　指定管理者として運営していたグリーン産業株式会社から、採算の見通しが立たず11月23日をもって営業を終了し
たいとの申し入れがあった。市はこれを了解することとし、今後の活用方法について早急に検討していく。

●大原スキー場の地すべり災害の復旧について

　一昨年度に発生したこの災害について、国と県が復旧工事を進めていたが、12月20日のスキー場オープン前に復旧
工事が概ね完了する予定である。

●湯之谷簡易水道の低水圧解消について

　吉田、七日市及び七日市新田地区の水道の低水圧解消を図るため、新たに慈眼寺山に七日市配水池を建設し、11月
21日から供用開始した。

〈12月21日分〉
●放射性物質拡散シミュレーションの結果説明について

　12月15日に、柏崎刈羽原子力発電所の6号機の事故を想定した放射性物質の拡散予測について、新潟県と東京電力
から説明を受けた。フィルター付きベントを使用した場合においても、風向きによっては原発から半径30キロ圏を超
える避難計画対象外区域にも放射線物質が拡散することが明らかになった。具体的な対策について、県を主体に検討
を進めるよう求めていく。

●住民票の写し等の第三者請求に係る本人通知制度について

　住民票、戸籍等の写しの証明書の不正請求や不正取得を防ぐため、これらの証明書を本人の代理人や第三者に交付
したとき、そのことを本人に通知する制度を、平成28年2月1日から開始する。

●落橋防止装置等の溶接不良について

　溶接不良製品の使用が発覚した新池平橋について、工事請負者に調査を依頼し、強度と安全性の確認をした結果、8
部材中6部材に溶接不良が認められたが、安全性は確保されていると判断できるとの報告を受けた。今後、請負者等と
補修工事の施工方法、時期など検討していく。

主な市長行政報告主な市長行政報告

　平成27年第4回魚沼市議会定例会において「市役所の位置を定める条例の制定について」が市長より提案

されました。

　予てより庁舎再編整備特別委員会で「新築の意義、必要性」、「建設候補地」、「財源」等、多方面から調

査が進められてきた事案です。

　条例案は、庁舎再編整備特別委員会に付託となり、委員会において審査しましたが、新庁舎建設のメリ

ット・デメリットの検討や、市民との対話など、さらに調査するため継続審査となりました。

　定例会最終日となる12月21日の本会議では、委員長からの継続審査の申し出が議長により諮られました

が賛成12名、反対7名で申し出の通り継続審査となりました。その後、審査の期限を定めて審査したらどう

かという動議も出されましたが、反対11名、賛成8名でこの動議は否決されました。

　平成27年第4回（12月）定例会が、12月4日から12月21日までの18日間で開催されました。

　12月4日の初日には、一般会計補正予算（第4号）、旧新潟県立小出病院解体撤去（第1期）工事の病院事業会計が原案

のとおり可決され、10件の条例改正と23件の指定管理者の指定を含んだ40議案が各委員会に付託されました。

　12月8・9日の一般質問では庁舎再編整備や魚沼市総合戦略などに14人の議員が登壇しました。12月21日には第二次

魚沼市総合計画基本構想をはじめとする39の議案が原案のとおり可決されました。

　議案第94号の魚沼市役所の位置を定める条例は継続審査となり、審査の期限を求める動議が提出されたが否決となり

ました。

　庁舎再編整備事業の測量調査設計委託料の一般会計補正予算（第5号）は賛成多数で原案可決となりました。

　※議案賛否の結果は4ページをご覧ください。

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算

飛 躍の年に

議長　浅井守雄

　新年あけましておめでとうございます。

　市民の皆様には、お健やかに新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

　さて、昨年を振り返りますと、当市においては合併10年を過ぎ、さらなる魚沼市の将来に向けての総

合指針として、第二次総合計画基本構想をはじめ地方創生総合戦略、人口ビジョンなど多くの計画を策

定した年でありました。

　また、新庁舎の建設についてもこれからの市政運営、行財政改革のあり方とあわせ、50年に1度の大事業でありますか

ら、多くの時間をかけて検討してきたところであり、現在もさらに審査を進めているところであります。

　平成28年は、市の最上位計画である総合計画のもと、人口減少社会の到来など厳しい行財政のかじ取りも必要となります

が、元気ある地域を創り上げていく新たなスタートの年であると考えます。

　市議会としましても、二元代表制の機能を十分に果たすとともに開かれた議会をめざし、今後とも市民の皆様の負託に応

えるべく、ニーズを敏感に捉え、「このまちに住んで良かった」と実感できるまちづくりに邁進してまいりますので、皆様

のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　皆様のますますのご健勝とご多幸、そして魚沼市のさらなる発展と本年が飛躍の年となりますことをご祈念申し上げ、新

春のご挨拶といたします。

第4回定例会報告第4回定例会報告

庁舎の位置条例は継続審査となりました特集

かね

会　　計　　名

一般会計（第4号）

病院事業会計（第2号）

一般会計（第5号）

補正前の額

295億4,660万円

297億1,920万円

補正額

1億7,260万円

（金額の変更なし）

100万円

平成28年度 6,000万円
平成29年度 9,900万円（継続費）

計

297億1,920万円

297億2,020万円

除雪費の増額、地方創生先行型追加事業の不採択
による減額など

主　　　な　　　内　　　容

旧県立小出病院の解体撤去工事費について、平成
27年度から平成28年度までの債務負担行為を設
定するもの

新庁舎建設に向けた基本設計及び実施設計に要す
る経費について、平成27年度から平成29年度まで
の継続費を追加するもの
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〈12月4日分〉
●エフエム魚沼の開局について

　コミュニティ FM放送局「エフエム魚沼」が12月17日に開局式を行い、放送を開始する。周波数は81.4メガヘル
ツである。

●特定空き家の行政代執行について

　小出島地内の空き家について、屋根等に相当な損壊が見受けられ、今後は屋根の雪下ろしもできない危険な状態と
なっており、今冬の積雪による倒壊と人的被害を未然に防止するため、所有者に代わり市が12月7日に除却する。

●空き家バンクの創設について

　空き家等の有効利用を図り、移住・定住を促進するため、11月27日に公益社団法人新潟県宅地建物取引業協会と「魚
沼市空き家バンク制度の運用及び相談等に関する協定」を締結した。

●訴訟事件の判決について

　斎場建設用地取得経費に係る違法公金支出金返還請求事件について、10月30日に新潟地方裁判所において、原告ら
の訴えを却下及び棄却する旨の判決があった。
　また、斎場建設工事費等に係る違法公金支出差止・損害賠償請求事件についても、11月5日に新潟地方裁判所において、
原告らの訴えを却下及び棄却する旨の判決があった。

●魚沼市斎場の供用開始について

　12月15日に新しい斎場を供用開始し、大沢地区にある斎場は12月14日をもって廃止する。
●株式会社神湯温泉倶楽部の代表取締役社長の交代について

　市長が暫定的に社長を務めてきたが、12月1日付けで新代表取締役社長に星千鶴子氏が就任した。
●総合ビジターセンターかたっくりの営業休止について

　指定管理者として運営していたグリーン産業株式会社から、採算の見通しが立たず11月23日をもって営業を終了し
たいとの申し入れがあった。市はこれを了解することとし、今後の活用方法について早急に検討していく。

●大原スキー場の地すべり災害の復旧について

　一昨年度に発生したこの災害について、国と県が復旧工事を進めていたが、12月20日のスキー場オープン前に復旧
工事が概ね完了する予定である。

●湯之谷簡易水道の低水圧解消について

　吉田、七日市及び七日市新田地区の水道の低水圧解消を図るため、新たに慈眼寺山に七日市配水池を建設し、11月
21日から供用開始した。

〈12月21日分〉
●放射性物質拡散シミュレーションの結果説明について

　12月15日に、柏崎刈羽原子力発電所の6号機の事故を想定した放射性物質の拡散予測について、新潟県と東京電力
から説明を受けた。フィルター付きベントを使用した場合においても、風向きによっては原発から半径30キロ圏を超
える避難計画対象外区域にも放射線物質が拡散することが明らかになった。具体的な対策について、県を主体に検討
を進めるよう求めていく。

●住民票の写し等の第三者請求に係る本人通知制度について

　住民票、戸籍等の写しの証明書の不正請求や不正取得を防ぐため、これらの証明書を本人の代理人や第三者に交付
したとき、そのことを本人に通知する制度を、平成28年2月1日から開始する。

●落橋防止装置等の溶接不良について

　溶接不良製品の使用が発覚した新池平橋について、工事請負者に調査を依頼し、強度と安全性の確認をした結果、8
部材中6部材に溶接不良が認められたが、安全性は確保されていると判断できるとの報告を受けた。今後、請負者等と
補修工事の施工方法、時期など検討していく。

主な市長行政報告主な市長行政報告

　平成27年第4回魚沼市議会定例会において「市役所の位置を定める条例の制定について」が市長より提案

されました。

　予てより庁舎再編整備特別委員会で「新築の意義、必要性」、「建設候補地」、「財源」等、多方面から調

査が進められてきた事案です。

　条例案は、庁舎再編整備特別委員会に付託となり、委員会において審査しましたが、新庁舎建設のメリ

ット・デメリットの検討や、市民との対話など、さらに調査するため継続審査となりました。

　定例会最終日となる12月21日の本会議では、委員長からの継続審査の申し出が議長により諮られました

が賛成12名、反対7名で申し出の通り継続審査となりました。その後、審査の期限を定めて審査したらどう

かという動議も出されましたが、反対11名、賛成8名でこの動議は否決されました。

　平成27年第4回（12月）定例会が、12月4日から12月21日までの18日間で開催されました。

　12月4日の初日には、一般会計補正予算（第4号）、旧新潟県立小出病院解体撤去（第1期）工事の病院事業会計が原案

のとおり可決され、10件の条例改正と23件の指定管理者の指定を含んだ40議案が各委員会に付託されました。

　12月8・9日の一般質問では庁舎再編整備や魚沼市総合戦略などに14人の議員が登壇しました。12月21日には第二次

魚沼市総合計画基本構想をはじめとする39の議案が原案のとおり可決されました。

　議案第94号の魚沼市役所の位置を定める条例は継続審査となり、審査の期限を求める動議が提出されたが否決となり

ました。

　庁舎再編整備事業の測量調査設計委託料の一般会計補正予算（第5号）は賛成多数で原案可決となりました。

　※議案賛否の結果は4ページをご覧ください。

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算

飛 躍の年に

議長　浅井守雄

　新年あけましておめでとうございます。

　市民の皆様には、お健やかに新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

　さて、昨年を振り返りますと、当市においては合併10年を過ぎ、さらなる魚沼市の将来に向けての総

合指針として、第二次総合計画基本構想をはじめ地方創生総合戦略、人口ビジョンなど多くの計画を策

定した年でありました。

　また、新庁舎の建設についてもこれからの市政運営、行財政改革のあり方とあわせ、50年に1度の大事業でありますか

ら、多くの時間をかけて検討してきたところであり、現在もさらに審査を進めているところであります。

　平成28年は、市の最上位計画である総合計画のもと、人口減少社会の到来など厳しい行財政のかじ取りも必要となります

が、元気ある地域を創り上げていく新たなスタートの年であると考えます。

　市議会としましても、二元代表制の機能を十分に果たすとともに開かれた議会をめざし、今後とも市民の皆様の負託に応

えるべく、ニーズを敏感に捉え、「このまちに住んで良かった」と実感できるまちづくりに邁進してまいりますので、皆様

のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　皆様のますますのご健勝とご多幸、そして魚沼市のさらなる発展と本年が飛躍の年となりますことをご祈念申し上げ、新

春のご挨拶といたします。

第4回定例会報告第4回定例会報告

庁舎の位置条例は継続審査となりました特集

かね

会　　計　　名

一般会計（第4号）

病院事業会計（第2号）

一般会計（第5号）

補正前の額

295億4,660万円

297億1,920万円

補正額

1億7,260万円

（金額の変更なし）

100万円

平成28年度 6,000万円
平成29年度 9,900万円（継続費）

計

297億1,920万円

297億2,020万円

除雪費の増額、地方創生先行型追加事業の不採択
による減額など

主　　　な　　　内　　　容

旧県立小出病院の解体撤去工事費について、平成
27年度から平成28年度までの債務負担行為を設
定するもの

新庁舎建設に向けた基本設計及び実施設計に要す
る経費について、平成27年度から平成29年度まで
の継続費を追加するもの
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

新
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
に
伴
う
課
題
を
問
う

佐藤　　肇 議員

答　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な

ら
な
い
よ
う
検
討
す
る

魚
沼
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
問
う

遠藤　徳一 議員

答　
　
新
庁
舎
を
基
軸
と
し
た
利
便
性
の
高
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

問

　
　将
来
性
と
庁
舎
建
設

を
考
え
合
わ
せ
、
都
市
政
策

と
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に

ど
う
盛
り
込
む
か
、
市
長
の

考
え
を
問
う
。

１

　持
続
性
の
あ
る
都
市
政

策
の
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

（
市
内
定
住
圏
構
想
）
を
ど

う
考
え
る
か
。

２

　中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

賑
わ
い
や
交
流
の
創
出
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
は
何
か
。

３

　公
共
交
通
の
再
構
築
と

交
通
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
を
ど
う
考
え
る
か
。

４

　防
災
拠
点
構
想
の
仕
組

み
づ
く
り
は
何
と
考
え
る
か
。

５

　環
境
都
市
宣
言
を
し
て

い
る
が
、
庁
舎
建
設
に
合
わ

せ
低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

て
い
く
か
。

６

　都
市
拠
点
化
を
図
る
一

方
で
、
周
辺
部
と
位
置
づ
け

ら
れ
た
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

　
　１

　新
庁
舎
を
他
の

公
共
施
設
や
医
療
施
設
、
都

市
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
集
積
さ

れ
て
い
る
近
接
地
に
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

２

　新
庁
舎
と
周
辺
地
を
拠

点
と
し
て
、
医
療
、
福
祉
、

子
育
て
施
設
、
商
店
街
が
近

接
し
、
回
遊
性
を
持
た
せ
た

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
地
域

活
性
化
や
賑
わ
い
づ
く
り
の

契
機
と
し
た
い
。

３

　公
共
交
通
網
の
見
直
し

は
毎
年
度
実
施
し
て
お
り
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
る
。

４

　国
県
の
出
先
機
関
や
消

防
署
、
警
察
署
、
医
療
機
関

と
の
円
滑
な
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
地
理
的
条
件
と
、

避
難
所
や
物
資
備
蓄
な
ど
の

施
設
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

５

　新
庁
舎
は
環
境
に
配
慮

し
た
庁
舎
を
目
指
し
、
市
民

の
環
境
意
識
の
高
揚
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

６

　こ
れ
ま
で
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、

支
所
の
設
置
や
市
民
セ
ン
タ

ー
機
能
を
検
討
し
て
い
く
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い

て
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に

民
間
活
力
の
導
入
を
検
討
す
る
。

問

　
　魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、

湯
沢
町
の
２
市
１
町
で
、
新

ご
み
処
理
施
設
建
設
並
び
に

関
連
施
設
を
整
備
し
、
共
同

運
営
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
課
題

を
問
う
。

１

　現
在
稼
働
し
て
い
る
ご

み
処
理
施
設
は
、
魚
沼
市
、

南
魚
沼
市
と
も
に
平
成
35
年

か
ら
平
成
37
年
に
は
耐
用
年

数
を
迎
え
る
が
、
設
備
改
修

を
行
い
延
命
で
き
な
い
か
。

２

　広
域
処
理
を
し
た
場
合
、

施
設
建
設
経
費
、
運
用
経
費

は
ど
の
程
度
削
減
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
魚
沼
市
の
費
用

負
担
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

３

　新
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
地
を
公
募
し
て
い
る
が
、

魚
沼
市
が
主
導
し
て
市
内
に

建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

運
搬
経
費
の
削
減
や
貴
重
な

雇
用
の
場
に
な
る
が
ど
う
か
。

４

　処
理
場
が
遠
隔
地
に
な

っ
た
場
合
、
ご
み
収
集
運
搬

で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。
そ
の
場

合
、
個
人
搬
入
も
あ
る
の
で
、

市
内
に
一
時
集
積
、
積
み
替

え
施
設
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

５

　施
設
整
備
に
は
巨
額
の

予
算
が
必
要
で
あ
り
、
国
県

の
支
援
は
期
待
で
き
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
の
施
設
の

延
命
化
は
技
術
的
に
は
可
能

だ
が
、
修
繕
費
や
設
備
の
更

新
費
用
が
高
額
に
な
る
な
ど
、

費
用
対
効
果
の
点
で
課
題
が

あ
る
。

２

　具
体
的
な
費
用
や
負
担

割
合
は
今
後
の
検
討
だ
が
、

広
域
処
理
の
ほ
う
が
費
用
的

に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
発

揮
で
き
る
。

３

　公
平
性
を
保
つ
た
め
公

募
と
し
た
。

４

　サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
、
一
時
ス
ト
ッ
ク

施
設
も
含
め
建
設
地
が
決
定

し
た
段
階
で
検
討
す
る
。

５

　国
の
交
付
金
が
３
分
の

１
で
、
残
り
の
部
分
は
市
債

等
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

答

問

答

予　算

人　事

発議ほか

請願・陳情

付　　　議　　　事　　　件議案番号等 議決結果

◎＝全会一致、○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任、×＝否決・不採択・不承認

議案第92号 ◎平成27年度魚沼市一般会計補正予算（第4号）

議案第109号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出老人福祉センター）

議案第108号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市堀之内老人憩の家）

議案第107号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出ボランティアセンター）

議案第106号 ◎消防救急デジタル無線整備工事請負契約の変更について

議案第105号 ◎第二次魚沼市総合計画基本構想の策定について

議案第94号 継続審査魚沼市役所の位置を定める条例の制定について

議案第134号 ○平成27年度魚沼市一般会計補正予算（第5号）

議案第93号 ◎平成27年度魚沼市病院事業会計補正予算（第2号）

議案第110号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市広神老人福祉センター）

条　例

議案第95号 ○魚沼市印鑑条例の一部改正について

議案第96号 ◎魚沼市税条例等の一部改正について

議案第97号 ○行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第98号 ◎魚沼市定住自立圏の形成に係る議会の議決に関する条例の制定について

議案第99号 ◎魚沼市放課後児童健全育成事業実施に関する条例及び魚沼市児童館条例の一部改正について

議案第101号 ◎魚沼市家庭的保育事業の実施に関する条例の制定について

議案第102号 ◎魚沼市個別合併処理浄化槽施設条例の一部改正について

議案第100号 ◎魚沼市立認定こども園条例の制定について

議案第103号 ◎魚沼市ガス供給条例の一部改正について

議案第104号 ◎新潟県市町村総合事務組合規約の変更について

議案第111号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市伊米ヶ崎デイサービスセンター）

第4回定例会議案等

その他

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対・態度保留・棄権等　欠＝欠席　−＝除斥（※議長は議案議決に加わりません。）

議

決

結

果

議
案
番
号
等

議案賛否の状況

※

※

※

※

※

※

新魚沼クラブ合　計
政策クラブ
か け は し

しんせい
ク ラ ブ

日本共産党 創生市民の会

本
田
　
　
篤

星
野
　
武
男

森
山
　
英
敏

関
矢
　
孝
夫

渡
辺
　
一
美

佐
藤
　
　
肇

富
永
三
千
敏

星
　
　
吉
寛

高
野
甲
子
雄

大
屋
　
角
政

大
平
　
恭
児

岩
井
富
士
夫

岡
部
　
計
夫

大
平
　
栄
治

浅
井
　
守
雄

117同　意同意第3号 ○○●○欠○○○○○○○○○○ ○ ○○○

118否　決審査期限の動議 ●●●●●●●●●●●○○○○ ○ ○○○

712継続審査継続審査の申し出について ○○○○○○○○○○○●●●● ● ○●●

316原案可決議案第95号 ○○○○○○○○○●●○○○○ ○ ○●○

316原案可決議案第97号 ○○○○○○○○○●●○○○○ ○ ○●○

316原案可決議案第134号 ○○○○●○○○○●●○○○○ ○ ○○○

下
村
　
浩
延

志
田
　
　
貢

賛
　
　
成

反
　
　
対

佐
藤
　
敏
雄

森
島
　
守
人

遠
藤
　
徳
一

議案第112号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案第113号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門デイサービスセンター、魚沼市守門高齢者居住施設及び魚沼市守門訪問介護事業所）

議案第114号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬デイサービスセンター）

議案第115号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市特別養護老人ホームあぶるま苑）

議案第116号 ◎指定管理者の指定について（わかあゆ社）

議案第117号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬自然活用センター）

議案第118号 ◎指定管理者の指定について（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案第119号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案第120号 ◎指定管理者の指定について（自然活用総合管理施設深雪の里）

議案第121号 ◎指定管理者の指定について（薬師温泉センターゆ〜パーク薬師、トレーニングセンター「ヤッコム」、薬師テニスコート及び薬師運動広場）

議案第122号 ◎指定管理者の指定について（折立温泉運動広場及び湯之谷トレーニングセンター）

議案第123号 ◎指定管理者の指定について（湯之谷交流センターユピオ）

議案第124号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案第125号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案第126号 ◎指定管理者の指定について（神湯とふれあいの里）

議案第127号 ◎指定管理者の指定について（月岡公園）

議案第128号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

議案第129号 ◎指定管理者の指定について（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案第130号 ◎字の変更について

議案第131号 ◎字の変更について

議案第132号 ◎魚沼市道路線の変更について

議案第133号 ◎魚沼市道路線の廃止について

同意第3号 ○監査委員の選任について（大石　小島勝吉氏）

同意第4号 ◎教育委員会委員の任命について（七日市　星麻衣氏）

◎継続審査の申し出について（総務委員会　請願第6号）

○継続審査の申し出について（庁舎再編整備特別委員会　議案第94号）

×庁舎再編整備特別委員会の審査期限を2月15日とする動議

請願第6号 継続審査地方自治の尊重を求める請願



45 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

新
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
に
伴
う
課
題
を
問
う

佐藤　　肇 議員

答　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な

ら
な
い
よ
う
検
討
す
る

魚
沼
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
問
う

遠藤　徳一 議員

答　
　
新
庁
舎
を
基
軸
と
し
た
利
便
性
の
高
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

問

　
　将
来
性
と
庁
舎
建
設

を
考
え
合
わ
せ
、
都
市
政
策

と
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に

ど
う
盛
り
込
む
か
、
市
長
の

考
え
を
問
う
。

１

　持
続
性
の
あ
る
都
市
政

策
の
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

（
市
内
定
住
圏
構
想
）
を
ど

う
考
え
る
か
。

２

　中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

賑
わ
い
や
交
流
の
創
出
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
は
何
か
。

３

　公
共
交
通
の
再
構
築
と

交
通
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
を
ど
う
考
え
る
か
。

４

　防
災
拠
点
構
想
の
仕
組

み
づ
く
り
は
何
と
考
え
る
か
。

５

　環
境
都
市
宣
言
を
し
て

い
る
が
、
庁
舎
建
設
に
合
わ

せ
低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

て
い
く
か
。

６

　都
市
拠
点
化
を
図
る
一

方
で
、
周
辺
部
と
位
置
づ
け

ら
れ
た
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

　
　１

　新
庁
舎
を
他
の

公
共
施
設
や
医
療
施
設
、
都

市
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
集
積
さ

れ
て
い
る
近
接
地
に
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

２

　新
庁
舎
と
周
辺
地
を
拠

点
と
し
て
、
医
療
、
福
祉
、

子
育
て
施
設
、
商
店
街
が
近

接
し
、
回
遊
性
を
持
た
せ
た

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
地
域

活
性
化
や
賑
わ
い
づ
く
り
の

契
機
と
し
た
い
。

３

　公
共
交
通
網
の
見
直
し

は
毎
年
度
実
施
し
て
お
り
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
る
。

４

　国
県
の
出
先
機
関
や
消

防
署
、
警
察
署
、
医
療
機
関

と
の
円
滑
な
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
地
理
的
条
件
と
、

避
難
所
や
物
資
備
蓄
な
ど
の

施
設
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

５

　新
庁
舎
は
環
境
に
配
慮

し
た
庁
舎
を
目
指
し
、
市
民

の
環
境
意
識
の
高
揚
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

６

　こ
れ
ま
で
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、

支
所
の
設
置
や
市
民
セ
ン
タ

ー
機
能
を
検
討
し
て
い
く
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い

て
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に

民
間
活
力
の
導
入
を
検
討
す
る
。

問

　
　魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、

湯
沢
町
の
２
市
１
町
で
、
新

ご
み
処
理
施
設
建
設
並
び
に

関
連
施
設
を
整
備
し
、
共
同

運
営
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
課
題

を
問
う
。

１

　現
在
稼
働
し
て
い
る
ご

み
処
理
施
設
は
、
魚
沼
市
、

南
魚
沼
市
と
も
に
平
成
35
年

か
ら
平
成
37
年
に
は
耐
用
年

数
を
迎
え
る
が
、
設
備
改
修

を
行
い
延
命
で
き
な
い
か
。

２

　広
域
処
理
を
し
た
場
合
、

施
設
建
設
経
費
、
運
用
経
費

は
ど
の
程
度
削
減
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
魚
沼
市
の
費
用

負
担
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

３

　新
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
地
を
公
募
し
て
い
る
が
、

魚
沼
市
が
主
導
し
て
市
内
に

建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

運
搬
経
費
の
削
減
や
貴
重
な

雇
用
の
場
に
な
る
が
ど
う
か
。

４

　処
理
場
が
遠
隔
地
に
な

っ
た
場
合
、
ご
み
収
集
運
搬

で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。
そ
の
場

合
、
個
人
搬
入
も
あ
る
の
で
、

市
内
に
一
時
集
積
、
積
み
替

え
施
設
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

５

　施
設
整
備
に
は
巨
額
の

予
算
が
必
要
で
あ
り
、
国
県

の
支
援
は
期
待
で
き
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
の
施
設
の

延
命
化
は
技
術
的
に
は
可
能

だ
が
、
修
繕
費
や
設
備
の
更

新
費
用
が
高
額
に
な
る
な
ど
、

費
用
対
効
果
の
点
で
課
題
が

あ
る
。

２

　具
体
的
な
費
用
や
負
担

割
合
は
今
後
の
検
討
だ
が
、

広
域
処
理
の
ほ
う
が
費
用
的

に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
発

揮
で
き
る
。

３

　公
平
性
を
保
つ
た
め
公

募
と
し
た
。

４

　サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
、
一
時
ス
ト
ッ
ク

施
設
も
含
め
建
設
地
が
決
定

し
た
段
階
で
検
討
す
る
。

５

　国
の
交
付
金
が
３
分
の

１
で
、
残
り
の
部
分
は
市
債

等
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

答

問

答

予　算

人　事

発議ほか

請願・陳情

付　　　議　　　事　　　件議案番号等 議決結果

◎＝全会一致、○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任、×＝否決・不採択・不承認

議案第92号 ◎平成27年度魚沼市一般会計補正予算（第4号）

議案第109号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出老人福祉センター）

議案第108号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市堀之内老人憩の家）

議案第107号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出ボランティアセンター）

議案第106号 ◎消防救急デジタル無線整備工事請負契約の変更について

議案第105号 ◎第二次魚沼市総合計画基本構想の策定について

議案第94号 継続審査魚沼市役所の位置を定める条例の制定について

議案第134号 ○平成27年度魚沼市一般会計補正予算（第5号）

議案第93号 ◎平成27年度魚沼市病院事業会計補正予算（第2号）

議案第110号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市広神老人福祉センター）

条　例

議案第95号 ○魚沼市印鑑条例の一部改正について

議案第96号 ◎魚沼市税条例等の一部改正について

議案第97号 ○行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第98号 ◎魚沼市定住自立圏の形成に係る議会の議決に関する条例の制定について

議案第99号 ◎魚沼市放課後児童健全育成事業実施に関する条例及び魚沼市児童館条例の一部改正について

議案第101号 ◎魚沼市家庭的保育事業の実施に関する条例の制定について

議案第102号 ◎魚沼市個別合併処理浄化槽施設条例の一部改正について

議案第100号 ◎魚沼市立認定こども園条例の制定について

議案第103号 ◎魚沼市ガス供給条例の一部改正について

議案第104号 ◎新潟県市町村総合事務組合規約の変更について

議案第111号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市伊米ヶ崎デイサービスセンター）

第4回定例会議案等

その他

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対・態度保留・棄権等　欠＝欠席　−＝除斥（※議長は議案議決に加わりません。）

議

決

結

果

議
案
番
号
等

議案賛否の状況

※

※

※

※

※

※

新魚沼クラブ合　計
政策クラブ
か け は し

しんせい
ク ラ ブ

日本共産党 創生市民の会

本
田
　
　
篤

星
野
　
武
男

森
山
　
英
敏

関
矢
　
孝
夫

渡
辺
　
一
美

佐
藤
　
　
肇

富
永
三
千
敏

星
　
　
吉
寛

高
野
甲
子
雄

大
屋
　
角
政

大
平
　
恭
児

岩
井
富
士
夫

岡
部
　
計
夫

大
平
　
栄
治

浅
井
　
守
雄

117同　意同意第3号 ○○●○欠○○○○○○○○○○ ○ ○○○

118否　決審査期限の動議 ●●●●●●●●●●●○○○○ ○ ○○○

712継続審査継続審査の申し出について ○○○○○○○○○○○●●●● ● ○●●

316原案可決議案第95号 ○○○○○○○○○●●○○○○ ○ ○●○

316原案可決議案第97号 ○○○○○○○○○●●○○○○ ○ ○●○

316原案可決議案第134号 ○○○○●○○○○●●○○○○ ○ ○○○

下
村
　
浩
延

志
田
　
　
貢

賛
　
　
成

反
　
　
対

佐
藤
　
敏
雄

森
島
　
守
人

遠
藤
　
徳
一

議案第112号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案第113号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門デイサービスセンター、魚沼市守門高齢者居住施設及び魚沼市守門訪問介護事業所）

議案第114号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬デイサービスセンター）

議案第115号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市特別養護老人ホームあぶるま苑）

議案第116号 ◎指定管理者の指定について（わかあゆ社）

議案第117号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市入広瀬自然活用センター）

議案第118号 ◎指定管理者の指定について（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案第119号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案第120号 ◎指定管理者の指定について（自然活用総合管理施設深雪の里）

議案第121号 ◎指定管理者の指定について（薬師温泉センターゆ〜パーク薬師、トレーニングセンター「ヤッコム」、薬師テニスコート及び薬師運動広場）

議案第122号 ◎指定管理者の指定について（折立温泉運動広場及び湯之谷トレーニングセンター）

議案第123号 ◎指定管理者の指定について（湯之谷交流センターユピオ）

議案第124号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案第125号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案第126号 ◎指定管理者の指定について（神湯とふれあいの里）

議案第127号 ◎指定管理者の指定について（月岡公園）

議案第128号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

議案第129号 ◎指定管理者の指定について（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案第130号 ◎字の変更について

議案第131号 ◎字の変更について

議案第132号 ◎魚沼市道路線の変更について

議案第133号 ◎魚沼市道路線の廃止について

同意第3号 ○監査委員の選任について（大石　小島勝吉氏）

同意第4号 ◎教育委員会委員の任命について（七日市　星麻衣氏）

◎継続審査の申し出について（総務委員会　請願第6号）

○継続審査の申し出について（庁舎再編整備特別委員会　議案第94号）

×庁舎再編整備特別委員会の審査期限を2月15日とする動議

請願第6号 継続審査地方自治の尊重を求める請願
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

公
共
用
地
取
得
及
び
売
却
の
方
針
を
問
う

大平　栄治 議員

答
　
　複
数
課
に
よ
る
協
議
会
で
行

う
よ
う
検
討
し
た
い

問

　
　１

　魚
沼
市
で
は
こ

れ
ま
で
用
地
取
得
は
担
当
課

の
そ
の
場
対
応
で
や
っ
て
い

る
。
用
地
交
渉
を
す
る
専
門

部
署
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　鑑
定
士
に
よ
る
土
地
評

価
は
ど
の
よ
う
な
時
に
実
施

さ
れ
る
の
か
。
斎
場
用
地
で

は
、
委
託
契
約
前
に
仕
事
を

さ
せ
て
い
る
。
担
当
者
と
鑑

定
業
者
の
癒
着
で
あ
り
許
さ

れ
な
い
。
ど
う
す
る
の
か
。

鑑
定
結
果
に
あ
る
概
ね
一
致

し
た
と
す
る
図
面
を
示
せ
な

い
理
由
は
何
か
。

３

　市
は
民
有
地
の
借
地
解

消
の
方
針
だ
が
、
借
地
の
件

数
と
料
金
は
ど
う
か
。
借
地

解
消
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

　
　１

　現
在
は
事
業
担

当
課
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
複
数
課
に
よ
る

協
議
会
で
行
う
よ
う
検
討
し

た
い
。

２

　９
月
に
不
動
産
鑑
定
士

に
見
積
も
り
依
頼
を
し
、
不

動
産
鑑
定
士
が
３
月
の
契
約

前
に
自
発
的
に
現
地
調
査
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
請
求
の

あ
っ
た
資
料
は
「
一
致
し
て

い
な
い
図
面
等
」
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
一
致
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、「
一

致
し
て
い
な
い
資
料
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

３

　本
年
10
月
末
時
点
で
、

約
７
８
０
件
で
、
今
年
度
の

年
間
借
地
料
は
３
，
２
６
０

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
件
の
借
地
が
解
消
さ

れ
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

斎
場
用
地
の
旧
地
権
者
に
対

す
る
瑕
疵
請
求
に
つ
い
て

問

　
　１

　敷
地
か
ら
出
て

き
た
廃
棄
物
処
理
費
用
を
旧

地
権
者
に
瑕
疵
請
求
し
て
い

る
。
督
促
し
た
が
支
払
い
は

な
い
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

法
的
手
段
を
取
っ
た
の
か
。

２

　賠
償
が
な
い
場
合
、
市

長
は
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
も
納
入
さ

れ
て
い
な
い
。
法
に
の
っ
と

っ
た
手
続
と
し
て
、
今
後
、

催
告
を
行
う
。

２

　引
き
続
き
納
入
し
て
も

ら
う
よ
う
催
告
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

　
　１

　来
年
か
ら
８
月

11
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
と
な
る
。
魚
沼

市
に
は
日
本
百
名
山
と
呼
ば

れ
る
「
越
後
駒
ヶ
岳
」「
平

ヶ
岳
」
の
ほ
か
、
手
軽
に
登

ら
れ
る
里
山
や
遊
歩
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
地
元

団
体
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

い
る
。
市
面
積
の
約
85
％
も

の
山
林
を
抱
え
る
魚
沼
市
も

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
里
山
に
親
し
む
と
と

も
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
は

ど
う
か
。

２

　「里
山
・
遊
歩
道
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
、
広
く
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
健

康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
観

光
に
も
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

に
よ
り
、
有
害
野
生
獣
に
よ

る
被
害
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
自
然
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
、
草

刈
り
機
の
燃
料
代
等
の
補
助

を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
遊
歩
道
等
の
屋

外
看
板
を
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　１

　毎
年
10
月
に

「
う
お
ぬ
ま
里
山
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
山
へ
の
感
謝
と

自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
山

の
日
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

調
整
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

２

　よ
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
作
成
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

は
、
地
域
の
協
力
が
一
番
重

要
で
あ
る
。
補
助
や
看
板
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
等

と
協
議
し
、進
め
て
い
き
た
い
。

﹁
山
の
日
﹂を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を

星野　武男 議員

答
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問

答

問答

問

答

﹁
魚
沼
市
総
合
戦
略
﹂に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄 議員

答
　
　検
討
の
う
え
、
取
り
組
む

魚
沼
市
版
総
合
戦
略
の
内
容
を
示
せ

岡部　計夫 議員

答
　
　し
ご
と
・
ひ
と
・
若
者
定
住
・

ま
ち
づ
く
り
の
４
戦
略
に
取
り
組
む

問

　
　魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
施

策
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民

に
は
具
体
的
な
内
容
が
見
え

て
こ
な
い
。
具
体
的
な
内
容

を
問
う
。

１

　「し
ご
と
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

２

　「ひ
と
」
の
流
れ
を
つ

く
る
施
策
は
何
か
。

３

　若
者
の
定
住
に
つ
な
が

る
支
援
策
は
何
か
。

４

　安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

答

　
　１

　地
元
企
業
に
よ

る
外
需
獲
得
型
の
産
業
支
援

を
最
優
先
に
行
う
。

２

　本
市
の
自
然
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
向
け
、
仕

事
づ
く
り
を
は
じ
め
住
宅
施

策
と
し
て
家
賃
補
助
や
空
き

家
の
利
活
用
な
ど
の
支
援
策

を
創
設
す
る
。

３

　働
く
場
や
住
宅
は
も
ち

ろ
ん
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
婚
活
支
援
や
医

療
費
助
成
、
教
育
の
充
実
な

ど
の
支
援
を
進
め
る
。

４

　高
齢
化
が
進
む
地
域
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
安
全
安
心
の
確
保
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
共
助
」
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

魚
野
川
左
岸
の
桜
づ
つ
み
に

つ
い
て

問

　
　魚
野
川
左
岸
の
桜
づ

つ
み
は
、
植
樹
し
て
10
年
以

上
経
過
す
る
が
、
な
か
な
か

樹
が
太
ら
な
い
。
も
っ
と
見

栄
え
の
す
る
桜
並
木
に
で
き

な
い
か
。

答

　
　河
川
堤
防
上
に
あ
る

た
め
、
盛
土
が
硬
く
締
め
固

め
て
あ
る
う
え
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
が
さ
れ

て
い
る
な
ど
樹
木
の
生
育
に

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

春
に
は
花
を
付
け
、
地
域
の

方
や
来
訪
者
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

廃
止
施
設
の
看
板
に
つ
い
て

問

　
　廃
止
し
た
公
共
施
設

等
の
看
板
が
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
景
観
上
、
早

期
に
撤
去
や
書
き
換
え
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　確
認
し
、
撤
去
や
書

き
換
え
を
行
う
。

問

　
　魚
沼
市
は
本
年
度
か

ら
５
カ
年
間
の
総
合
戦
略
を

４
つ
の
戦
略
に
ま
と
め
た
。

最
優
先
に
取
り
組
む
課
題
と

し
て
次
の
４
点
を
提
案
す
る
。

１

　魚
沼
で
暮
ら
し
続
け
る

「
し
ご
と
」
と
は
、
農
業
の

活
性
化
で
あ
り
、
６
次
産
業

化
へ
の
移
行
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
ま
れ
た
商
品
を

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

し
て
全
国
に
広
く
展
開
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

が
ど
う
か
。

２

　魚
沼
市
で
暮
ら
し
た
い

「
ひ
と
」
の
流
れ
を
ど
う
つ

く
る
か
。
南
魚
沼
市
は
日
本

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
同
市
と
は
定

住
自
立
権
構
想
作
成
中
で
あ

り
共
同
で
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
魚
沼
市
の
資
源
で
あ
る

美
し
い
自
然
を
生
か
し
、
増

加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や

空
き
家
を
登
録
し
て
一
定
の

条
件
で
助
成
す
る
な
ど
、
市

外
か
ら
移
住
促
進
対
策
を
取

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　非
婚
化
・
晩
婚
化
対
策

と
し
て
、
ま
ず
実
態
調
査
す

べ
き
で
あ
る
。
出
会
い
の
場

の
設
定
前
に
、
対
象
者
の
勉

強
会
と
地
元
の
多
様
な
組
織

と
の
連
携
や
仲
人
等
の
支
援

者
の
組
織
化
な
ど
、
市
の
総

力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
後
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

整
備
と
子
育
て
支
援
策
は
市

の
責
務
で
は
な
い
か
。

４

　安
心
し
て
住
み
続
け
た

い「
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
い
か

に
健
康
寿
命
の
延
伸
化
を
図

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
と
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
が
大
切

で
、
早
急
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
全
市
に
展
開
し
、

包
括
的
な
地
域
支
援
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　１

　市
内
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
む
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
を

見
直
す
。

２

　Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は
定
住

自
立
圏
構
想
に
お
い
て
検
討

す
る
。
移
住
・
定
住
対
策
も

進
め
る
。

３

　今
年
度
行
っ
た
調
査
等

を
参
考
に
取
り
組
む
。

４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
支
援
、
活
動
支
援
を

す
る
。

※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

　急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
介

護
施
設
や
介
護
事
業
者
が
不

足
す
る
東
京
圏
か
ら
高
齢
者

が
地
方
に
移
住
し
、
地
域
社

会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
医
療

介
護
が
必
要
な
時
に
は
継
続

的
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
。

問答

問

問答 答

問

答

か

し

※

越後三山
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

公
共
用
地
取
得
及
び
売
却
の
方
針
を
問
う

大平　栄治 議員

答
　
　複
数
課
に
よ
る
協
議
会
で
行

う
よ
う
検
討
し
た
い

問

　
　１

　魚
沼
市
で
は
こ

れ
ま
で
用
地
取
得
は
担
当
課

の
そ
の
場
対
応
で
や
っ
て
い

る
。
用
地
交
渉
を
す
る
専
門

部
署
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　鑑
定
士
に
よ
る
土
地
評

価
は
ど
の
よ
う
な
時
に
実
施

さ
れ
る
の
か
。
斎
場
用
地
で

は
、
委
託
契
約
前
に
仕
事
を

さ
せ
て
い
る
。
担
当
者
と
鑑

定
業
者
の
癒
着
で
あ
り
許
さ

れ
な
い
。
ど
う
す
る
の
か
。

鑑
定
結
果
に
あ
る
概
ね
一
致

し
た
と
す
る
図
面
を
示
せ
な

い
理
由
は
何
か
。

３

　市
は
民
有
地
の
借
地
解

消
の
方
針
だ
が
、
借
地
の
件

数
と
料
金
は
ど
う
か
。
借
地

解
消
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

　
　１

　現
在
は
事
業
担

当
課
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
複
数
課
に
よ
る

協
議
会
で
行
う
よ
う
検
討
し

た
い
。

２

　９
月
に
不
動
産
鑑
定
士

に
見
積
も
り
依
頼
を
し
、
不

動
産
鑑
定
士
が
３
月
の
契
約

前
に
自
発
的
に
現
地
調
査
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
請
求
の

あ
っ
た
資
料
は
「
一
致
し
て

い
な
い
図
面
等
」
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
一
致
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、「
一

致
し
て
い
な
い
資
料
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

３

　本
年
10
月
末
時
点
で
、

約
７
８
０
件
で
、
今
年
度
の

年
間
借
地
料
は
３
，
２
６
０

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
件
の
借
地
が
解
消
さ

れ
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

斎
場
用
地
の
旧
地
権
者
に
対

す
る
瑕
疵
請
求
に
つ
い
て

問

　
　１

　敷
地
か
ら
出
て

き
た
廃
棄
物
処
理
費
用
を
旧

地
権
者
に
瑕
疵
請
求
し
て
い

る
。
督
促
し
た
が
支
払
い
は

な
い
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

法
的
手
段
を
取
っ
た
の
か
。

２

　賠
償
が
な
い
場
合
、
市

長
は
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
も
納
入
さ

れ
て
い
な
い
。
法
に
の
っ
と

っ
た
手
続
と
し
て
、
今
後
、

催
告
を
行
う
。

２

　引
き
続
き
納
入
し
て
も

ら
う
よ
う
催
告
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

　
　１

　来
年
か
ら
８
月

11
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
と
な
る
。
魚
沼

市
に
は
日
本
百
名
山
と
呼
ば

れ
る
「
越
後
駒
ヶ
岳
」「
平

ヶ
岳
」
の
ほ
か
、
手
軽
に
登

ら
れ
る
里
山
や
遊
歩
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
地
元

団
体
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

い
る
。
市
面
積
の
約
85
％
も

の
山
林
を
抱
え
る
魚
沼
市
も

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
里
山
に
親
し
む
と
と

も
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
は

ど
う
か
。

２

　「里
山
・
遊
歩
道
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
、
広
く
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
健

康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
観

光
に
も
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

に
よ
り
、
有
害
野
生
獣
に
よ

る
被
害
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
自
然
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
、
草

刈
り
機
の
燃
料
代
等
の
補
助

を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
遊
歩
道
等
の
屋

外
看
板
を
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　１

　毎
年
10
月
に

「
う
お
ぬ
ま
里
山
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
山
へ
の
感
謝
と

自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
山

の
日
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

調
整
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

２

　よ
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
作
成
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

は
、
地
域
の
協
力
が
一
番
重

要
で
あ
る
。
補
助
や
看
板
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
等

と
協
議
し
、進
め
て
い
き
た
い
。

﹁
山
の
日
﹂を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を

星野　武男 議員

答
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問

答

問答

問

答

﹁
魚
沼
市
総
合
戦
略
﹂に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄 議員

答
　
　検
討
の
う
え
、
取
り
組
む

魚
沼
市
版
総
合
戦
略
の
内
容
を
示
せ

岡部　計夫 議員

答
　
　し
ご
と
・
ひ
と
・
若
者
定
住
・

ま
ち
づ
く
り
の
４
戦
略
に
取
り
組
む

問

　
　魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
施

策
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民

に
は
具
体
的
な
内
容
が
見
え

て
こ
な
い
。
具
体
的
な
内
容

を
問
う
。

１

　「し
ご
と
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

２

　「ひ
と
」
の
流
れ
を
つ

く
る
施
策
は
何
か
。

３

　若
者
の
定
住
に
つ
な
が

る
支
援
策
は
何
か
。

４

　安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

答

　
　１

　地
元
企
業
に
よ

る
外
需
獲
得
型
の
産
業
支
援

を
最
優
先
に
行
う
。

２

　本
市
の
自
然
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
向
け
、
仕

事
づ
く
り
を
は
じ
め
住
宅
施

策
と
し
て
家
賃
補
助
や
空
き

家
の
利
活
用
な
ど
の
支
援
策

を
創
設
す
る
。

３

　働
く
場
や
住
宅
は
も
ち

ろ
ん
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
婚
活
支
援
や
医

療
費
助
成
、
教
育
の
充
実
な

ど
の
支
援
を
進
め
る
。

４

　高
齢
化
が
進
む
地
域
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
安
全
安
心
の
確
保
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
共
助
」
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

魚
野
川
左
岸
の
桜
づ
つ
み
に

つ
い
て

問

　
　魚
野
川
左
岸
の
桜
づ

つ
み
は
、
植
樹
し
て
10
年
以

上
経
過
す
る
が
、
な
か
な
か

樹
が
太
ら
な
い
。
も
っ
と
見

栄
え
の
す
る
桜
並
木
に
で
き

な
い
か
。

答

　
　河
川
堤
防
上
に
あ
る

た
め
、
盛
土
が
硬
く
締
め
固

め
て
あ
る
う
え
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
が
さ
れ

て
い
る
な
ど
樹
木
の
生
育
に

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

春
に
は
花
を
付
け
、
地
域
の

方
や
来
訪
者
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

廃
止
施
設
の
看
板
に
つ
い
て

問

　
　廃
止
し
た
公
共
施
設

等
の
看
板
が
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
景
観
上
、
早

期
に
撤
去
や
書
き
換
え
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　確
認
し
、
撤
去
や
書

き
換
え
を
行
う
。

問

　
　魚
沼
市
は
本
年
度
か

ら
５
カ
年
間
の
総
合
戦
略
を

４
つ
の
戦
略
に
ま
と
め
た
。

最
優
先
に
取
り
組
む
課
題
と

し
て
次
の
４
点
を
提
案
す
る
。

１

　魚
沼
で
暮
ら
し
続
け
る

「
し
ご
と
」
と
は
、
農
業
の

活
性
化
で
あ
り
、
６
次
産
業

化
へ
の
移
行
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
ま
れ
た
商
品
を

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

し
て
全
国
に
広
く
展
開
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

が
ど
う
か
。

２

　魚
沼
市
で
暮
ら
し
た
い

「
ひ
と
」
の
流
れ
を
ど
う
つ

く
る
か
。
南
魚
沼
市
は
日
本

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
同
市
と
は
定

住
自
立
権
構
想
作
成
中
で
あ

り
共
同
で
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
魚
沼
市
の
資
源
で
あ
る

美
し
い
自
然
を
生
か
し
、
増

加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や

空
き
家
を
登
録
し
て
一
定
の

条
件
で
助
成
す
る
な
ど
、
市

外
か
ら
移
住
促
進
対
策
を
取

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　非
婚
化
・
晩
婚
化
対
策

と
し
て
、
ま
ず
実
態
調
査
す

べ
き
で
あ
る
。
出
会
い
の
場

の
設
定
前
に
、
対
象
者
の
勉

強
会
と
地
元
の
多
様
な
組
織

と
の
連
携
や
仲
人
等
の
支
援

者
の
組
織
化
な
ど
、
市
の
総

力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
後
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

整
備
と
子
育
て
支
援
策
は
市

の
責
務
で
は
な
い
か
。

４

　安
心
し
て
住
み
続
け
た

い「
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
い
か

に
健
康
寿
命
の
延
伸
化
を
図

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
と
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
が
大
切

で
、
早
急
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
全
市
に
展
開
し
、

包
括
的
な
地
域
支
援
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　１

　市
内
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
む
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
を

見
直
す
。

２

　Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は
定
住

自
立
圏
構
想
に
お
い
て
検
討

す
る
。
移
住
・
定
住
対
策
も

進
め
る
。

３

　今
年
度
行
っ
た
調
査
等

を
参
考
に
取
り
組
む
。

４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
支
援
、
活
動
支
援
を

す
る
。

※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

　急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
介

護
施
設
や
介
護
事
業
者
が
不

足
す
る
東
京
圏
か
ら
高
齢
者

が
地
方
に
移
住
し
、
地
域
社

会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
医
療

介
護
が
必
要
な
時
に
は
継
続

的
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
。

問答

問

問答 答

問

答

か

し

※

越後三山
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

児
童
虐
待
の
現
状
と
防
止
対
策
を
問
う

関矢　孝夫 議員

答
　
　50
件
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
る

問

　
　１

　年
々
増
え
続
け

て
い
る
児
童
虐
待
、
肉
親
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で

は
、
全
国
の
児
童
相
談
所
が

平
成
26
年
度
に
対
応
し
た
児

童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
前

年
度
比
20
・
５
％
増
の
８
８
，

９
３
１
件
も
あ
り
、
調
査
を

開
始
し
た
平
成
２
年
か
ら
24

年
間
連
続
で
増
加
を
つ
づ
け

て
お
り
、
児
童
虐
待
防
止
法

施
行
前
の
平
成
11
年
度
に
比

べ
て
７
・
６
倍
に
増
加
し
て

い
る
。
新
潟
県
で
は
、
前
年

度
比
１
・
37
倍
の
１
，
２
２

７
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
件

数
の
推
移
を
問
う
。

２

　児
童
虐
待
を
減
ら
す
に

は
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的

孤
立
な
ど
の
課
題
を
取
り
除

く
た
め
の
親
へ
の
支
援
が
重

要
だ
。
ま
た
、
実
際
に
子
育

て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
持

っ
て
い
る
親
が
相
談
し
や
す

い
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　昨
年
度
は
52
件

で
、
過
去
５
年
間
で
は
41
件

か
ら
52
件
の
間
で
推
移
し
て

い
る
が
、
児
童
相
談
所
に
送

致
さ
れ
た
件
数
は
、
一
昨
年
、

昨
年
と
も
０
件
で
あ
る
。

２

　相
談
・
通
報
窓
口
を
広

く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
、
健
康
課
な
ど
で

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
虐
待
の
発

生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早

期
対
応
、
在
宅
支
援
な
ど
切

れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　
　１

　子
育
て
世
代
は

南
魚
沼
市
の
ア
パ
ー
ト
に
移

住
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実

際
に
南
魚
沼
市
へ
の
移
住
者

は
何
人
い
る
か
。
過
去
10
年

間
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い

る
か
。

２

　人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
ま
ず
は
南
魚

沼
市
に
条
件
を
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
来
年
度

か
ら
乳
幼
児
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

　
　１

　平
成
17
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
魚
沼
市
か
ら

南
魚
沼
市
に
異
動
し
た
人
数

は
１
，
０
５
７
人
、
南
魚
沼

市
か
ら
魚
沼
市
に
異
動
し
た

人
数
は
８
９
９
人
で
あ
る
。

２

　魚
沼
市
で
は
中
学
生
ま

で
を
入
院
無
料
と
し
、
南
魚

沼
市
で
は
４
歳
ま
で
を
入

院
・
通
院
無
料
と
し
て
い
る
。

南
魚
沼
市
と
同
様
の
助
成
制

度
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
県
内
自
治
体
の
子
育

て
支
援
制
度
全
般
の
実
施
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
億
総
活
躍
社
会
に
つ
い
て

問

　
　我
が
国
の
構
造
的
な

問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

真
正
面
か
ら
挑
む
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
の
方
針
は
、
特

に
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
と
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

に
向
け
今
後
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
設
抑
制
策
の
転

換
を
打
ち
出
す
と
し
て
い
る

が
、「
安
心
に
つ
な
が
る
社

会
保
障
」
の
実
現
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答

　
　課
題
も
ま
だ
あ
る
が
、

国
の
政
策
と
し
て
「
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
」
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し

て
お
り
、
政
策
の
実
現
に
期

待
す
る
。

地
域
で
取
り
組
む
﹁
生
活
困

窮
者
﹂﹁
引
き
こ
も
り
﹂
の

社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

問

　
　近
年
、
引
き
こ
も
り

の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

最
近
で
は
、
い
っ
た
ん
社
会

に
出
て
か
ら
挫
折
し
た
こ
と

で
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
る

人
が
増
え
、
高
年
齢
化
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
抱
え

る
家
庭
の
負
担
は
重
く
な
り
、

支
援
が
難
し
く
な
る
。
引
き

こ
も
り
等
の
社
会
復
帰
支
援

の
施
策
を
問
う
。

答

　
　引
き
こ
も
り
対
策
支

援
事
業
を
実
施
し
、
実
態
調

査
を
行
い
、
家
族
を
支
援
す

る
家
族
会
の
立
ち
上
げ
を
目

指
し
た
い
。

乳
幼
児
の
医
療
費
無
償
化
を
問
う

渡辺　一美 議員

答
　
　県
内
自
治
体
の
子
育
て
支
援

制
度
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

問

答

問答

問答

問答

地
方
創
生
事
業
の
課
題
と
展
開
を
問
う

富永三千敏 議員

答
　
　成
果
、
問
題
点
を
検
討
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

新
規
開
業
支
援
策
を
問
う

志田　　貢 議員

答
　
　初
期
投
資
費
用
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
る

問

　
　「新
規
開
業
の
壁
」は
、

開
業
直
後
の
資
金
不
足
の
中
、

そ
の
支
出
の
多
く
が
物
件
費

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
。
開
業
直

後
の
段
階
に
こ
そ
、
本
当
の

支
援
が
必
要
と
感
じ
る
。
市

で
所
有
す
る
物
件
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
新
規

で
取
得
）
を
使
い
、
新
規
開

業
者
が
開
業
に
向
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
環
境
設
定
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　起
業
者
等
の
初
期
投

資
費
用
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

空
き
店
舗
、
空
き
工
場
等
の

有
効
活
用
や
市
有
物
件
の
貸

し
出
し
も
含
め
、
検
討
す
る
。

天
神
囃
子
の
浸
透
を

問

　
　天
神
囃
子
は
祝
い
唄

で
あ
り
、
魚
沼
市
で
も
堀
之

内
地
区
を
は
じ
め
多
く
の
地

区
で
宴
席
な
ど
の
場
で
歌
わ

れ
て
い
る
。
魚
沼
市
全
域
で

は
な
い
も
の
の
、
古
く
か
ら

の
伝
統
と
風
習
の
あ
る
地
域

行
事
等
で
は
、
自
席
を
離
れ

る
場
合
は
歌
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
し
き
た
り
も
あ
る
と
の

こ
と
だ
。

　こ
の
天
神
囃
子
の
浸
透
を

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

は
ど
う
か
。

答

　
　魚
沼
の
達
人
と
し
て
、

天
神
囃
子
の
歌
い
手
２
名
を

認
定
し
、
後
継
者
育
成
な
ど

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
歌
え
る
方
々
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
域
で
の

保
存
、
継
承
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て

は
、
天
神
囃
子
や
石
場
か
ち

に
つ
い
て
歌
詞
な
ど
を
記
録

し
保
存
す
る
と
と
も
に
、
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　１

　地
域
住
民
生
活

支
援
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
事
業
の
地
方
創
生
先

行
型
と
消
費
喚
起
型
に
属
す

る
７
事
業
全
般
に
関
し
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
問
題

課
題
を
ど
う
解
決
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
か
。

２

　市
民
が
利
用
で
き
る

「
１
０
０
円
バ
ス
」「
ま
ち
な

か
周
遊
バ
ス
」、
２
次
交
通

と
し
て
の
「
１
，
０
０
０
円

タ
ク
シ
ー
」「
観
光
周
遊
バ

ス
」
な
ど
の
コ
ー
ス
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
差
す
る
乗
り

継
ぎ
停
留
所
を
設
定
し
て
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
実
施
し
て
い
る
が
、
一
部

変
更
し
組
み
替
え
た
も
の
も

あ
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

事
業
完
了
後
に
成
果
、
問
題

点
を
検
討
し
今
後
の
展
開
に

つ
な
げ
る
。

２

　観
光
協
会
ほ
か
関
係
団

体
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問

　
　「食
で
つ
な
が
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
計

画
で
は
担
当
課
を
は
じ
め
、

多
く
の
課
と
市
民
団
体
等
で

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
策
定

に
当
た
っ
て
の
問
題
点
は
何

か
。
策
定
後
の
官
民
連
携
の

推
進
組
織
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
健
康
の
保
持

増
進
、
食
の
教
育
と
食
文
化

の
継
承
、
産
業
の
振
興
、
観

光
振
興
・
交
流
促
進
、
環
境

保
全
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
う
。

答

　
　個
々
の
テ
ー
マ
を
結

び
つ
け
連
携
し
た
取
り
組
み

が
い
か
に
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご
と
に
10

年
間
を
見
据
え
た
目
標
値
を

設
定
し
、
中
間
時
点
で
検
証

見
直
し
を
す
る
。
市
民
、
事

業
者
、
生
産
者
と
行
政
が
一

体
と
な
る
推
進
協
議
会
を
組

織
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

問答

問答

問

答
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

児
童
虐
待
の
現
状
と
防
止
対
策
を
問
う

関矢　孝夫 議員

答
　
　50
件
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
る

問

　
　１

　年
々
増
え
続
け

て
い
る
児
童
虐
待
、
肉
親
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で

は
、
全
国
の
児
童
相
談
所
が

平
成
26
年
度
に
対
応
し
た
児

童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
前

年
度
比
20
・
５
％
増
の
８
８
，

９
３
１
件
も
あ
り
、
調
査
を

開
始
し
た
平
成
２
年
か
ら
24

年
間
連
続
で
増
加
を
つ
づ
け

て
お
り
、
児
童
虐
待
防
止
法

施
行
前
の
平
成
11
年
度
に
比

べ
て
７
・
６
倍
に
増
加
し
て

い
る
。
新
潟
県
で
は
、
前
年

度
比
１
・
37
倍
の
１
，
２
２

７
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
件

数
の
推
移
を
問
う
。

２

　児
童
虐
待
を
減
ら
す
に

は
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的

孤
立
な
ど
の
課
題
を
取
り
除

く
た
め
の
親
へ
の
支
援
が
重

要
だ
。
ま
た
、
実
際
に
子
育

て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
持

っ
て
い
る
親
が
相
談
し
や
す

い
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　昨
年
度
は
52
件

で
、
過
去
５
年
間
で
は
41
件

か
ら
52
件
の
間
で
推
移
し
て

い
る
が
、
児
童
相
談
所
に
送

致
さ
れ
た
件
数
は
、
一
昨
年
、

昨
年
と
も
０
件
で
あ
る
。

２

　相
談
・
通
報
窓
口
を
広

く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
、
健
康
課
な
ど
で

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
虐
待
の
発

生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早

期
対
応
、
在
宅
支
援
な
ど
切

れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　
　１

　子
育
て
世
代
は

南
魚
沼
市
の
ア
パ
ー
ト
に
移

住
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実

際
に
南
魚
沼
市
へ
の
移
住
者

は
何
人
い
る
か
。
過
去
10
年

間
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い

る
か
。

２

　人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
ま
ず
は
南
魚

沼
市
に
条
件
を
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
来
年
度

か
ら
乳
幼
児
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

　
　１

　平
成
17
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
魚
沼
市
か
ら

南
魚
沼
市
に
異
動
し
た
人
数

は
１
，
０
５
７
人
、
南
魚
沼

市
か
ら
魚
沼
市
に
異
動
し
た

人
数
は
８
９
９
人
で
あ
る
。

２

　魚
沼
市
で
は
中
学
生
ま

で
を
入
院
無
料
と
し
、
南
魚

沼
市
で
は
４
歳
ま
で
を
入

院
・
通
院
無
料
と
し
て
い
る
。

南
魚
沼
市
と
同
様
の
助
成
制

度
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
県
内
自
治
体
の
子
育

て
支
援
制
度
全
般
の
実
施
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
億
総
活
躍
社
会
に
つ
い
て

問

　
　我
が
国
の
構
造
的
な

問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

真
正
面
か
ら
挑
む
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
の
方
針
は
、
特

に
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
と
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

に
向
け
今
後
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
設
抑
制
策
の
転

換
を
打
ち
出
す
と
し
て
い
る

が
、「
安
心
に
つ
な
が
る
社

会
保
障
」
の
実
現
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答

　
　課
題
も
ま
だ
あ
る
が
、

国
の
政
策
と
し
て
「
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
」
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し

て
お
り
、
政
策
の
実
現
に
期

待
す
る
。

地
域
で
取
り
組
む
﹁
生
活
困

窮
者
﹂﹁
引
き
こ
も
り
﹂
の

社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

問

　
　近
年
、
引
き
こ
も
り

の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

最
近
で
は
、
い
っ
た
ん
社
会

に
出
て
か
ら
挫
折
し
た
こ
と

で
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
る

人
が
増
え
、
高
年
齢
化
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
抱
え

る
家
庭
の
負
担
は
重
く
な
り
、

支
援
が
難
し
く
な
る
。
引
き

こ
も
り
等
の
社
会
復
帰
支
援

の
施
策
を
問
う
。

答

　
　引
き
こ
も
り
対
策
支

援
事
業
を
実
施
し
、
実
態
調

査
を
行
い
、
家
族
を
支
援
す

る
家
族
会
の
立
ち
上
げ
を
目

指
し
た
い
。

乳
幼
児
の
医
療
費
無
償
化
を
問
う

渡辺　一美 議員

答
　
　県
内
自
治
体
の
子
育
て
支
援

制
度
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

問

答

問答

問答

問答

地
方
創
生
事
業
の
課
題
と
展
開
を
問
う

富永三千敏 議員

答
　
　成
果
、
問
題
点
を
検
討
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

新
規
開
業
支
援
策
を
問
う

志田　　貢 議員

答
　
　初
期
投
資
費
用
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
る

問

　
　「新
規
開
業
の
壁
」は
、

開
業
直
後
の
資
金
不
足
の
中
、

そ
の
支
出
の
多
く
が
物
件
費

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
。
開
業
直

後
の
段
階
に
こ
そ
、
本
当
の

支
援
が
必
要
と
感
じ
る
。
市

で
所
有
す
る
物
件
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
新
規

で
取
得
）
を
使
い
、
新
規
開

業
者
が
開
業
に
向
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
環
境
設
定
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　起
業
者
等
の
初
期
投

資
費
用
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

空
き
店
舗
、
空
き
工
場
等
の

有
効
活
用
や
市
有
物
件
の
貸

し
出
し
も
含
め
、
検
討
す
る
。

天
神
囃
子
の
浸
透
を

問

　
　天
神
囃
子
は
祝
い
唄

で
あ
り
、
魚
沼
市
で
も
堀
之

内
地
区
を
は
じ
め
多
く
の
地

区
で
宴
席
な
ど
の
場
で
歌
わ

れ
て
い
る
。
魚
沼
市
全
域
で

は
な
い
も
の
の
、
古
く
か
ら

の
伝
統
と
風
習
の
あ
る
地
域

行
事
等
で
は
、
自
席
を
離
れ

る
場
合
は
歌
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
し
き
た
り
も
あ
る
と
の

こ
と
だ
。

　こ
の
天
神
囃
子
の
浸
透
を

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

は
ど
う
か
。

答

　
　魚
沼
の
達
人
と
し
て
、

天
神
囃
子
の
歌
い
手
２
名
を

認
定
し
、
後
継
者
育
成
な
ど

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
歌
え
る
方
々
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
域
で
の

保
存
、
継
承
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て

は
、
天
神
囃
子
や
石
場
か
ち

に
つ
い
て
歌
詞
な
ど
を
記
録

し
保
存
す
る
と
と
も
に
、
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　１

　地
域
住
民
生
活

支
援
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
事
業
の
地
方
創
生
先

行
型
と
消
費
喚
起
型
に
属
す

る
７
事
業
全
般
に
関
し
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
問
題

課
題
を
ど
う
解
決
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
か
。

２

　市
民
が
利
用
で
き
る

「
１
０
０
円
バ
ス
」「
ま
ち
な

か
周
遊
バ
ス
」、
２
次
交
通

と
し
て
の
「
１
，
０
０
０
円

タ
ク
シ
ー
」「
観
光
周
遊
バ

ス
」
な
ど
の
コ
ー
ス
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
差
す
る
乗
り

継
ぎ
停
留
所
を
設
定
し
て
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
実
施
し
て
い
る
が
、
一
部

変
更
し
組
み
替
え
た
も
の
も

あ
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

事
業
完
了
後
に
成
果
、
問
題

点
を
検
討
し
今
後
の
展
開
に

つ
な
げ
る
。

２

　観
光
協
会
ほ
か
関
係
団

体
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問

　
　「食
で
つ
な
が
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
計

画
で
は
担
当
課
を
は
じ
め
、

多
く
の
課
と
市
民
団
体
等
で

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
策
定

に
当
た
っ
て
の
問
題
点
は
何

か
。
策
定
後
の
官
民
連
携
の

推
進
組
織
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
健
康
の
保
持

増
進
、
食
の
教
育
と
食
文
化

の
継
承
、
産
業
の
振
興
、
観

光
振
興
・
交
流
促
進
、
環
境

保
全
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
う
。

答

　
　個
々
の
テ
ー
マ
を
結

び
つ
け
連
携
し
た
取
り
組
み

が
い
か
に
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご
と
に
10

年
間
を
見
据
え
た
目
標
値
を

設
定
し
、
中
間
時
点
で
検
証

見
直
し
を
す
る
。
市
民
、
事

業
者
、
生
産
者
と
行
政
が
一

体
と
な
る
推
進
協
議
会
を
組

織
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

問答

問答

問

答
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

﹁
子
ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
﹂の
実
施
を
問
う

高野甲子雄 議員

答
　
　キ
ッ
ズ
健
康
教
室
と
し
て
食

育
や
弁
当
作
り
を
行
っ
て
い
る

問

　
　１

　い
じ
め
や
引
き

こ
も
り
、
虐
待
行
為
な
ど
の

問
題
行
動
は
「
親
か
ら
の
愛

情
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」

「
疎
ま
れ
る
」
な
ど
に
よ
る

「
自
分
の
存
在
感
の
な
さ
」

「
孤
立
感
」
を
感
じ
た
と
き

に
起
こ
る「
焦
り
」や「
不
安
」

か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
子
ど
も
が

作
る
弁
当
の
日
」
は
「
子
ど

も
が
自
分
で
作
っ
て
学
校
に

持
っ
て
く
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
親
の
役
に
立
ち

た
い
」「
親
に
認
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
の
「
内
な
る
心
」
を
、「
弁

当
を
作
る
」
こ
と
を
通
じ
て
、

「
自
分
は
存
在
す
る
価
値
が

あ
る
」
こ
と
を
気
づ
か
せ
、

「
孤
独
感
」「
孤
立
感
」
を
な

く
し
、「
家
族
の
絆
を
深
め

て
い
く
」
と
い
う
教
育
実
践

で
あ
る
。
学
校
が
呼
び
か
け
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
や

ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

全
国
１
，
７
０
０
余
校
で
実

践
さ
れ
て
い
る
。
魚
沼
市
で

も
実
践
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　現
在
、
栄
養
教
諭
等

が
、
キ
ッ
ズ
健
康
教
室
と
称

し
て
各
小
学
校
を
訪
問
し
、

食
育
に
関
す
る
授
業
や
弁
当

作
り
の
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
に
家
族
の
協
力
を
得
て

家
庭
で
弁
当
を
作
る
「
弁
当

作
り
の
日
」
を
設
定
す
る
学

校
も
あ
る
。
今
後
も
食
で
つ

な
が
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
の
中
で
話
題
に

し
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
の
影

響
は

問

　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
は
、
全
て

の
産
業
、
制
度
に
関
わ
り
、

関
税
、
規
制
が
ほ
と
ん
ど
撤

廃
さ
れ
る
。
貿
易
型
・
外
需

型
の
自
由
競
争
経
済
体
制
が

一
層
強
ま
り
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い

て
政
府
の
公
約
が
守
ら
れ
た

の
か
、
影
響
は
ど
う
か
、
大

筋
合
意
に
当
た
っ
て
の
市
長

の
見
解
を
問
う
。

答

　
　本
市
の
農
業
に
相
当

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

農
業
以
外
の
分
野
で
は
、
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問

　
　１

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
応

策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

で
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
選

択
し
た
寄
附
金
の
２
分
の
１

を
返
礼
品
の
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
充
て
、
残
り
を
農
業
振

興
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

２

　ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
寄
附
額
に
応

じ
て
「
数
量
と
回
数
」
を
選

択
で
き
る
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
後
も
、
中

小
零
細
農
家
を
支
え
、
維
持

し
て
い
く
た
め
、
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農

産
物
の
製
造
・
直
売
、
農
業

体
験
な
ど
を
備
え
た
地
産
地

消
複
合
直
売
施
設
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

４

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
さ
ら
に
人
口

減
少
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
起
業
す
る

人
を
後
押
し
す
る
「
う
お
ぬ

ま
起
業
塾
」
を
開
講
し
、
企

業
家
を
育
て
雇
用
の
拡
大
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　
　１

　寄
附
金
の
使
途

は
、
返
礼
品
と
は
関
係
な
く
、

寄
附
者
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
。
農
業
分
野
に
限
定

し
た
使
途
は
な
い
が
、
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

２

　提
案
を
参
考
に
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
新
し
い
コ
ー

ス
を
設
け
る
。

３

　販
路
の
拡
大
は
重
要
で

あ
る
が
、
複
合
直
売
施
設
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
の
検
討
が
必
要
だ
。

４

　新
規
起
業
を
目
指
す
方

を
対
象
に「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

と
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
た
。

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
開

催
す
る
た
め
、
他
市
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
農
業
振
興
策
を
問
う

星　　吉寛 議員

答
　
　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
む

問

答

問答

問

答

情
報
の
集
約
と
発
信
の
一
元
化
を

本田　　篤 議員

答
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構

築
に
よ
り
一
元
化
を
図
り
た
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
後
退
さ
せ
な
い
構
え
が
必
要
だ

大平　恭児 議員

答
　
　利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

問

　
　１

　介
護
保
険
の
予

防
給
付
が
魚
沼
市
の
新
総
合

事
業
に
移
行
す
る
が
、
事
業

者
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要

で
あ
り
、
要
支
援
者
の
身
体

状
況
な
ど
十
分
に
考
慮
し
た

う
え
で
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

２

　現
行
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持

し
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く

る
と
い
う
構
え
が
必
要
だ
。

特
に
「
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
Ａ
」
は
現
行
基
準
以
下
で

あ
り
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　１

　ケ
ア
会
議
等
で

各
事
業
所
や
各
方
面
の
意
見

を
伺
っ
て
準
備
を
進
め
、
移

行
後
も
利
用
者
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

２

　現
在
の
サ
ー
ビ
ス
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

準
備
の
整
っ
た
サ
ー
ビ
ス
か

ら
順
に
進
め
て
い
く
。
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
の
状
況
を
勘
案

す
る
と
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
Ａ
は
必
要
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問

　
　１

　子
ど
も
の
貧
困

に
つ
い
て
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

２

　実
態
調
査
、
意
向
調
査

な
ど
を
し
っ
か
り
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

　
　１

　子
ど
も
の
健
全

な
発
達
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
重
大
な
こ
と
だ
。
対
策
と

し
て
は
、
家
庭
環
境
の
改
善
、

就
園
・
就
学
経
費
な
ど
の
支

援
、
児
童
扶
養
手
当
、
就
学

援
助
、
奨
学
金
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

２

　実
態
調
査
や
意
向
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
生
活

保
護
世
帯
を
中
心
に
情
報
収

集
し
、
支
援
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

教
育
現
場
で
の
危
機
管
理
に

つ
い
て

問

　
　昨
今
、
い
じ
め
や
事

件
、
事
故
等
に
巻
き
込
ま
れ

命
を
失
う
悲
惨
な
事
例
が
数

多
く
起
き
て
い
る
。
危
機
管

理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

　
　い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
策
定
し
、
各
学
校
に
お

い
て
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
。

万
が
一
、
重
大
事
態
が
発
生

し
た
と
き
は
、
い
じ
め
の
有

無
の
調
査
や
市
調
査
委
員
会

の
設
置
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

問

　
　市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
な
ど
の
情
報
を
積
極
的

に
集
約
し
、
市
民
に
的
確
に

提
供
で
き
る
部
署
な
ど
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

答

　
　市
で
は
民
間
が
運
営

す
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
を
計
画
し
て
お
り
、

行
政
情
報
も
含
め
た
市
内
の

情
報
の
一
元
化
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

魚
沼
特
使
の
裁
量
強
化
を

問

　
　魚
沼
特
使
の
皆
様
か

ら
魚
沼
市
を
広
く
全
国
に
紹

介
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
善

意
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
魚
沼
特
使
に
よ
り

大
き
な
裁
量
を
与
え
、
精
力

的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
支

援
が
で
き
な
い
か
。

答

　
　現
在
43
人
の
方
に
魚

沼
特
使
と
し
て
活
動
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
ど

う
や
っ
て
成
果
に
結
び
つ
け

る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

裁
量
・
権
限
の
強
化
を
検
討

し
て
い
く
。

親
力
の
向
上
を

問

　
　昨
今
の
教
育
課
題
を

考
え
る
と
親
向
け
の
教
育
も

必
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、

学
校
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
で
描
き
に
く
い
面
も
あ

り
、
学
校
教
育
よ
り
も
行
政

が
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ
べ

き
と
考
え
る
。
市
長
及
び
行

政
が
中
心
と
な
り
、
親
向
け

の
教
育
＝
親
力
（
お
や
ち
か

ら
）
の
向
上
を
目
指
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

　
　家
庭
の
学
習
環
境
づ

く
り
は
、
親
力
の
向
上
、
い

わ
ゆ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向

上
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
「
温
か

い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
成
果
を
情
報
発
信
し
、
家

庭
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
や
、
保
護
者
の
意
識
改
革

な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
今

後
と
も
学
校
と
連
携
し
て
、

親
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

問 問答

問 答

答

問答

問答

問答

う
と

※

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
は
、
地
域
（
自
治
体
）

の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
お
店
の
情
報

な
ど
を
総
合
的
に
取
り

扱
う
サ
イ
ト
の
こ
と
。

※

ふるさと納税返礼品

（魚沼産コシヒカリ）
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

﹁
子
ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
﹂の
実
施
を
問
う

高野甲子雄 議員

答
　
　キ
ッ
ズ
健
康
教
室
と
し
て
食

育
や
弁
当
作
り
を
行
っ
て
い
る

問

　
　１

　い
じ
め
や
引
き

こ
も
り
、
虐
待
行
為
な
ど
の

問
題
行
動
は
「
親
か
ら
の
愛

情
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」

「
疎
ま
れ
る
」
な
ど
に
よ
る

「
自
分
の
存
在
感
の
な
さ
」

「
孤
立
感
」
を
感
じ
た
と
き

に
起
こ
る「
焦
り
」や「
不
安
」

か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
子
ど
も
が

作
る
弁
当
の
日
」
は
「
子
ど

も
が
自
分
で
作
っ
て
学
校
に

持
っ
て
く
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
親
の
役
に
立
ち

た
い
」「
親
に
認
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
の
「
内
な
る
心
」
を
、「
弁

当
を
作
る
」
こ
と
を
通
じ
て
、

「
自
分
は
存
在
す
る
価
値
が

あ
る
」
こ
と
を
気
づ
か
せ
、

「
孤
独
感
」「
孤
立
感
」
を
な

く
し
、「
家
族
の
絆
を
深
め

て
い
く
」
と
い
う
教
育
実
践

で
あ
る
。
学
校
が
呼
び
か
け
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
や

ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

全
国
１
，
７
０
０
余
校
で
実

践
さ
れ
て
い
る
。
魚
沼
市
で

も
実
践
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　現
在
、
栄
養
教
諭
等

が
、
キ
ッ
ズ
健
康
教
室
と
称

し
て
各
小
学
校
を
訪
問
し
、

食
育
に
関
す
る
授
業
や
弁
当

作
り
の
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
に
家
族
の
協
力
を
得
て

家
庭
で
弁
当
を
作
る
「
弁
当

作
り
の
日
」
を
設
定
す
る
学

校
も
あ
る
。
今
後
も
食
で
つ

な
が
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
の
中
で
話
題
に

し
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
の
影

響
は

問

　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
は
、
全
て

の
産
業
、
制
度
に
関
わ
り
、

関
税
、
規
制
が
ほ
と
ん
ど
撤

廃
さ
れ
る
。
貿
易
型
・
外
需

型
の
自
由
競
争
経
済
体
制
が

一
層
強
ま
り
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い

て
政
府
の
公
約
が
守
ら
れ
た

の
か
、
影
響
は
ど
う
か
、
大

筋
合
意
に
当
た
っ
て
の
市
長

の
見
解
を
問
う
。

答

　
　本
市
の
農
業
に
相
当

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

農
業
以
外
の
分
野
で
は
、
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問

　
　１

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
応

策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

で
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
選

択
し
た
寄
附
金
の
２
分
の
１

を
返
礼
品
の
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
充
て
、
残
り
を
農
業
振

興
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

２

　ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
寄
附
額
に
応

じ
て
「
数
量
と
回
数
」
を
選

択
で
き
る
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
後
も
、
中

小
零
細
農
家
を
支
え
、
維
持

し
て
い
く
た
め
、
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農

産
物
の
製
造
・
直
売
、
農
業

体
験
な
ど
を
備
え
た
地
産
地

消
複
合
直
売
施
設
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

４

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
さ
ら
に
人
口

減
少
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
起
業
す
る

人
を
後
押
し
す
る
「
う
お
ぬ

ま
起
業
塾
」
を
開
講
し
、
企

業
家
を
育
て
雇
用
の
拡
大
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　
　１

　寄
附
金
の
使
途

は
、
返
礼
品
と
は
関
係
な
く
、

寄
附
者
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
。
農
業
分
野
に
限
定

し
た
使
途
は
な
い
が
、
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

２

　提
案
を
参
考
に
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
新
し
い
コ
ー

ス
を
設
け
る
。

３

　販
路
の
拡
大
は
重
要
で

あ
る
が
、
複
合
直
売
施
設
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
の
検
討
が
必
要
だ
。

４

　新
規
起
業
を
目
指
す
方

を
対
象
に「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

と
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
た
。

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
開

催
す
る
た
め
、
他
市
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
農
業
振
興
策
を
問
う

星　　吉寛 議員

答
　
　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
む

問

答

問答

問

答

情
報
の
集
約
と
発
信
の
一
元
化
を

本田　　篤 議員

答
　
　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構

築
に
よ
り
一
元
化
を
図
り
た
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
後
退
さ
せ
な
い
構
え
が
必
要
だ

大平　恭児 議員

答
　
　利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

問

　
　１

　介
護
保
険
の
予

防
給
付
が
魚
沼
市
の
新
総
合

事
業
に
移
行
す
る
が
、
事
業

者
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要

で
あ
り
、
要
支
援
者
の
身
体

状
況
な
ど
十
分
に
考
慮
し
た

う
え
で
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

２

　現
行
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持

し
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く

る
と
い
う
構
え
が
必
要
だ
。

特
に
「
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
Ａ
」
は
現
行
基
準
以
下
で

あ
り
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　１

　ケ
ア
会
議
等
で

各
事
業
所
や
各
方
面
の
意
見

を
伺
っ
て
準
備
を
進
め
、
移

行
後
も
利
用
者
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

２

　現
在
の
サ
ー
ビ
ス
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

準
備
の
整
っ
た
サ
ー
ビ
ス
か

ら
順
に
進
め
て
い
く
。
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
の
状
況
を
勘
案

す
る
と
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
Ａ
は
必
要
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問

　
　１

　子
ど
も
の
貧
困

に
つ
い
て
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

２

　実
態
調
査
、
意
向
調
査

な
ど
を
し
っ
か
り
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

　
　１

　子
ど
も
の
健
全

な
発
達
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
重
大
な
こ
と
だ
。
対
策
と

し
て
は
、
家
庭
環
境
の
改
善
、

就
園
・
就
学
経
費
な
ど
の
支

援
、
児
童
扶
養
手
当
、
就
学

援
助
、
奨
学
金
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

２

　実
態
調
査
や
意
向
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
生
活

保
護
世
帯
を
中
心
に
情
報
収

集
し
、
支
援
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

教
育
現
場
で
の
危
機
管
理
に

つ
い
て

問

　
　昨
今
、
い
じ
め
や
事

件
、
事
故
等
に
巻
き
込
ま
れ

命
を
失
う
悲
惨
な
事
例
が
数

多
く
起
き
て
い
る
。
危
機
管

理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

　
　い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
策
定
し
、
各
学
校
に
お

い
て
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
。

万
が
一
、
重
大
事
態
が
発
生

し
た
と
き
は
、
い
じ
め
の
有

無
の
調
査
や
市
調
査
委
員
会

の
設
置
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

問

　
　市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
な
ど
の
情
報
を
積
極
的

に
集
約
し
、
市
民
に
的
確
に

提
供
で
き
る
部
署
な
ど
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

答

　
　市
で
は
民
間
が
運
営

す
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
を
計
画
し
て
お
り
、

行
政
情
報
も
含
め
た
市
内
の

情
報
の
一
元
化
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

魚
沼
特
使
の
裁
量
強
化
を

問

　
　魚
沼
特
使
の
皆
様
か

ら
魚
沼
市
を
広
く
全
国
に
紹

介
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
善

意
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
魚
沼
特
使
に
よ
り

大
き
な
裁
量
を
与
え
、
精
力

的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
支

援
が
で
き
な
い
か
。

答

　
　現
在
43
人
の
方
に
魚

沼
特
使
と
し
て
活
動
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
ど

う
や
っ
て
成
果
に
結
び
つ
け

る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

裁
量
・
権
限
の
強
化
を
検
討

し
て
い
く
。

親
力
の
向
上
を

問

　
　昨
今
の
教
育
課
題
を

考
え
る
と
親
向
け
の
教
育
も

必
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、

学
校
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
で
描
き
に
く
い
面
も
あ

り
、
学
校
教
育
よ
り
も
行
政

が
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ
べ

き
と
考
え
る
。
市
長
及
び
行

政
が
中
心
と
な
り
、
親
向
け

の
教
育
＝
親
力
（
お
や
ち
か

ら
）
の
向
上
を
目
指
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

　
　家
庭
の
学
習
環
境
づ

く
り
は
、
親
力
の
向
上
、
い

わ
ゆ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向

上
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
「
温
か

い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
成
果
を
情
報
発
信
し
、
家

庭
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
や
、
保
護
者
の
意
識
改
革

な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
今

後
と
も
学
校
と
連
携
し
て
、

親
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

問 問答

問 答

答

問答

問答

問答

う
と

※

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
は
、
地
域
（
自
治
体
）

の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
お
店
の
情
報

な
ど
を
総
合
的
に
取
り

扱
う
サ
イ
ト
の
こ
と
。

※

ふるさと納税返礼品

（魚沼産コシヒカリ）
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福
祉
文
教
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
報
告

１

　地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
の
進
捗
状
況
中
間
評

価
に
つ
い
て

問

　魚
沼
基
幹
病
院
等
の
利

用
の
た
め
の
再
編
は
ど
う
か
。

答

　シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
対
応

し
て
い
る
が
、
許
認
可
手
続

き
を
経
て
平
成
29
年
４
月
か

ら
運
行
し
た
い
。

問

　小
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
駐
車
場
の
除
雪
体
制
で
問

題
が
あ
る
と
の
声
を
聞
く
が

ど
う
か
。
　
　
　
　

答

　停
車
し
て
い
る
自
動
車

も
あ
り
、
様
子
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
る
が
、
堆
積
し
た

雪
を
ど
う
す
る
か
検
討
中
だ
。

２

　地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
等

利
用
実
態
調
査
に
つ
い
て

問

　小
出
ま
ち
な
か
循
環
線

の
利
用
者
が
少
な
い
。
範
囲

を
広
げ
る
と
か
反
対
回
り
と

か
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

答

　当
初
広
範
囲
だ
っ
た
経

緯
も
あ
る
が
時
間
が
か
か
る

と
の
こ
と
で
小
範
囲
と
な
っ

た
。
反
対
回
り
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。

１

　魚
沼
市
の
入
札
事
務
全

般
に
つ
い
て

問

　過
去
の
実
績
で
入
札
参

加
資
格
が
得
ら
れ
な
い
業
者

は
、
物
件
に
よ
っ
て
は
ず
っ

と
入
札
参
加
で
き
な
い
状
況

が
続
く
が
ど
う
か
。

答

　市
内
業
者
最
優
先
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
市

外
業
者
を
参
加
さ
せ
る
場
合
、

金
額
だ
け
で
な
く
総
合
評
価

方
式
の
よ
う
に
過
去
３
年
間

の
実
績
を
要
件
と
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
実
績
が
上
が

れ
ば
参
加
可
能
で
あ
る
。

問

　市
内
業
者
の
受
注
拡
大

の
意
味
か
ら
分
離
発
注
で
き

な
い
か
。

答

　大
規
模
な
建
築
工
事
で

複
数
年
度
に
渡
る
物
件
は
建

築
と
電
気
、
機
械
設
備
、
外

構
等
に
分
類
し
て
発
注
し
て

い
る
。
小
規
模
な
建
築
工
事

で
電
気
や
機
械
設
備
が
少
額

な
場
合
、
分
け
方
も
難
し
く
、

基
本
的
に
建
築
部
分
と
し
て

一
本
と
し
て
い
る
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
95
号

魚
沼
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

　コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
機
に

住
民
票
等
の
印
刷
デ
ー
タ
が

残
ら
な
い
か
。

答

　残
ら
な
い
方
式
に
な
っ

て
い
る
。

問

　印
鑑
カ
ー
ド
に
よ
る
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
料
金
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ

交
付
す
る
料
金
は
同
じ
か
。

答

　窓
口
料
金
と
同
じ
に
な
る
。

問

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
管
理

す
る
会
社
に
払
う
費
用
は
ど

う
か
。

答

　地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
へ
年
間
３
０
０

万
円
と
、
そ
の
他
書
類
１
件

に
対
し
１
２
３
円
支
払
う
。

問

　他
市
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
ほ
う
を
安
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
ど
う
か
。

答

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普
及

を
図
る
目
的
と
聞
く
。

議
案
第
96
号

魚
沼
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問

　こ
れ
ま
で
徴
収
金
猶
予

に
係
る
滞
納
額
の
規
定
が
50

万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

な
っ
た
。
仮
に
60
万
円
猶
予

を
希
望
す
る
人
は
受
け
ら
れ

な
く
な
り
対
象
者
が
狭
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答

　滞
納
額
が
50
万
円
を
超

え
た
場
合
、
担
保
を
提
供
し

な
い
と
猶
予
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
規
定
が
、
１
０
０
万

円
ま
で
無
担
保
で
猶
予
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
猶
予
期
間
３
カ
月
以

下
で
あ
れ
ば
額
に
関
係
な
く

無
担
保
の
新
規
規
定
も
併
せ

要
件
を
緩
和
し
た
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
１
０
６
号

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整

備
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

問

　工
事
額
増
へ
の
変
更
契

約
は
、
同
時
に
施
工
さ
れ
た

エ
フ
エ
ム
魚
沼
の
ケ
ー
ブ
ル

等
の
埋
設
工
事
に
関
連
し
て

の
こ
と
か
。

答

　エ
フ
エ
ム
魚
沼
の
電
源

及
び
通
信
線
と
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
は
同
一
箇
所
で

の
埋
設
工
事
だ
。

問

　同
一
箇
所
埋
設
工
事
と

な
る
と
、
エ
フ
エ
ム
魚
沼
の

実
施
す
る
工
事
も
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
工
事
が
按
分
さ

れ
て
逆
に
そ
の
分
の
工
事
額

は
減
と
な
ら
な
い
か
。

答

　計
画
当
初
よ
り
エ
フ
エ

ム
魚
沼
の
ケ
ー
ブ
ル
工
事
も

当
工
事
に
含
ま
れ
て
い
て
按

分
は
し
て
い
な
い
。

10
月
14
日

12
月
10
日

11
月
13
日

11
月
5
日

12
月
10
日

10
月
9
日

議
案
第
95
〜
第
98
号
・
第
１

０
４
号
・
第
１
０
６
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

請
願
第
６
号

﹁
地
方
自
治
の
尊
重
を
求
め

る
請
願
﹂
に
つ
い
て

※

「
国
と
県
が
係
争
中
と
い

う
問
題
も
あ
り
研
究
、
調
査

が
必
要
」
と
の
こ
と
か
ら
継

続
審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

１

　介
護
福
祉
施
設
の
現
地

調
査　市

内
の
介
護
福
祉
施
設
の

現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、

介
護
保
険
料
の
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
現
地
調
査
と
市
内
の
介

護
施
設
全
般
の
課
題
等
を
総

括
し
た
。

問

　魚
沼
福
祉
会
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
が
２

０
２
人
と
聞
い
た
。
泊
ま
り

の
希
望
が
あ
る
け
れ
ど
も
な

か
な
か
泊
め
ら
れ
な
い
と
い

う
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待

機
者
は
ど
う
か
。

答

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待

機
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
運
営
推
進
会
議
等
で
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
情
報
を

い
た
だ
い
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

１

　障
害
者
施
設
の
現
地
調
査

　市
内
の
障
害
者
施
設
の
現

地
調
査
を
行
い
、
魚
沼
市
の

障
害
者
福
祉
計
画
の
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
、
現
地
調

査
の
総
括
を
行
っ
た
。

問

　障
害
者
の
高
齢
化
と
施

設
の
再
編
が
課
題
だ
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

　今
回
合
併
す
る
雪
国
福

祉
会
と
更
生
福
祉
会
は
、
今

日
の
視
察
箇
所
以
外
に
も
老

朽
化
し
た
施
設
が
あ
り
、
合

併
し
た
法
人
と
し
て
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
の
中
長
期
的

計
画
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
法
人
の
中
長
期

的
計
画
を
見
な
が
ら
施
策
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　建
て
替
え
は
お
金
が
か

か
る
。
古
い
建
物
の
改
修
の

場
合
、
国
県
の
補
助
金
は
同

じ
程
度
出
る
の
か

答

　改
修
に
も
補
助
事
業
が

あ
る
。
社
会
福
祉
整
備
事
業

補
助
金
と
い
う
国
の
補
助
金

で
、
上
限
が
３
分
の
１
で
あ

る
。
現
在
、
国
の
資
金
が
大

分
絞
ら
れ
て
お
り
、
な
か
な

か
採
択
さ
れ
な
い
。
全
国
的

な
資
金
の
総
量
が
非
常
に
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
市
の
支
援
が
ど
こ
ま
で

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

２

　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
計

画
の
断
念
に
つ
い
て

　執
行
部
よ
り
、
新
病
院
整

備
構
想
（
魚
沼
市
保
健
医
療

福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
構
想
）
に

お
け
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

計
画
を
断
念
す
る
と
の
報
告

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　市
民
に
も
同
様
の
説
明

を
す
る
と
思
う
が
、
期
待
し

て
い
る
方
も
大
勢
だ
と
思
う
。

そ
の
後
ど
う
す
る
の
か
。
大

幅
な
計
画
変
更
を
市
民
に
も

議
会
に
も
き
ち
ん
と
提
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

よ
い
か
。

答

　市
民
へ
の
説
明
は
ま
だ

決
め
て
い
な
い
。
構
想
に
つ

い
て
は
、
庁
内
の
関
係
部
署

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
既

存
の
施
設
で
今
の
と
こ
ろ
足

り
て
お
り
、
新
庁
舎
で
も
賄

え
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
意
見
集

約
し
た
。

※

大
幅
な
見
直
し
で
あ
り
、

市
民
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

委
員
会
か
ら
要
望
し
た
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
99
〜
第
１
０
１
号
・

第
１
０
７
〜
第
１
１
６
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２

　そ
の
他

　「魚
沼
市
食
で
つ
な
が
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
（
案
）」、「
第
２
次
魚
沼

市
健
康
づ
く
り
計
画
『
健
康

う
お
ぬ
ま
21
』（
案
）」、「
第

２
次
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
（
案
）」、「
第
２
次
魚

沼
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

（
案
）」、「
魚
沼
市
教
育
大
綱
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
井
口
小

学
校
の
校
名
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
及
び
年
度
途
中
の
保

育
園
入
園
希
望
者
の
状
況
に

つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報
告

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

まちトレ魚沼

89 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

児
童
虐
待
の
現
状
と
防
止
対
策
を
問
う

関矢　孝夫 議員

答
　
　50
件
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
る

問

　
　１

　年
々
増
え
続
け

て
い
る
児
童
虐
待
、
肉
親
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で

は
、
全
国
の
児
童
相
談
所
が

平
成
26
年
度
に
対
応
し
た
児

童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
前

年
度
比
20
・
５
％
増
の
８
８
，

９
３
１
件
も
あ
り
、
調
査
を

開
始
し
た
平
成
２
年
か
ら
24

年
間
連
続
で
増
加
を
つ
づ
け

て
お
り
、
児
童
虐
待
防
止
法

施
行
前
の
平
成
11
年
度
に
比

べ
て
７
・
６
倍
に
増
加
し
て

い
る
。
新
潟
県
で
は
、
前
年

度
比
１
・
37
倍
の
１
，
２
２

７
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
件

数
の
推
移
を
問
う
。

２

　児
童
虐
待
を
減
ら
す
に

は
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的

孤
立
な
ど
の
課
題
を
取
り
除

く
た
め
の
親
へ
の
支
援
が
重

要
だ
。
ま
た
、
実
際
に
子
育

て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
持

っ
て
い
る
親
が
相
談
し
や
す

い
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　昨
年
度
は
52
件

で
、
過
去
５
年
間
で
は
41
件

か
ら
52
件
の
間
で
推
移
し
て

い
る
が
、
児
童
相
談
所
に
送

致
さ
れ
た
件
数
は
、
一
昨
年
、

昨
年
と
も
０
件
で
あ
る
。

２

　相
談
・
通
報
窓
口
を
広

く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
、
健
康
課
な
ど
で

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
虐
待
の
発

生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早

期
対
応
、
在
宅
支
援
な
ど
切

れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　
　１

　子
育
て
世
代
は

南
魚
沼
市
の
ア
パ
ー
ト
に
移

住
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実

際
に
南
魚
沼
市
へ
の
移
住
者

は
何
人
い
る
か
。
過
去
10
年

間
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い

る
か
。

２

　人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
ま
ず
は
南
魚

沼
市
に
条
件
を
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
来
年
度

か
ら
乳
幼
児
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

　
　１

　平
成
17
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
魚
沼
市
か
ら

南
魚
沼
市
に
異
動
し
た
人
数

は
１
，
０
５
７
人
、
南
魚
沼

市
か
ら
魚
沼
市
に
異
動
し
た

人
数
は
８
９
９
人
で
あ
る
。

２

　魚
沼
市
で
は
中
学
生
ま

で
を
入
院
無
料
と
し
、
南
魚

沼
市
で
は
４
歳
ま
で
を
入

院
・
通
院
無
料
と
し
て
い
る
。

南
魚
沼
市
と
同
様
の
助
成
制

度
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
県
内
自
治
体
の
子
育

て
支
援
制
度
全
般
の
実
施
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
億
総
活
躍
社
会
に
つ
い
て

問

　
　我
が
国
の
構
造
的
な

問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

真
正
面
か
ら
挑
む
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
の
方
針
は
、
特

に
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
と
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

に
向
け
今
後
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
設
抑
制
策
の
転

換
を
打
ち
出
す
と
し
て
い
る

が
、「
安
心
に
つ
な
が
る
社

会
保
障
」
の
実
現
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答

　
　課
題
も
ま
だ
あ
る
が
、

国
の
政
策
と
し
て
「
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
」
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し

て
お
り
、
政
策
の
実
現
に
期

待
す
る
。

地
域
で
取
り
組
む
﹁
生
活
困

窮
者
﹂﹁
引
き
こ
も
り
﹂
の

社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

問

　
　近
年
、
引
き
こ
も
り

の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

最
近
で
は
、
い
っ
た
ん
社
会

に
出
て
か
ら
挫
折
し
た
こ
と

で
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
る

人
が
増
え
、
高
年
齢
化
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
抱
え

る
家
庭
の
負
担
は
重
く
な
り
、

支
援
が
難
し
く
な
る
。
引
き

こ
も
り
等
の
社
会
復
帰
支
援

の
施
策
を
問
う
。

答

　
　引
き
こ
も
り
対
策
支

援
事
業
を
実
施
し
、
実
態
調

査
を
行
い
、
家
族
を
支
援
す

る
家
族
会
の
立
ち
上
げ
を
目

指
し
た
い
。

乳
幼
児
の
医
療
費
無
償
化
を
問
う

渡辺　一美 議員

答
　
　県
内
自
治
体
の
子
育
て
支
援

制
度
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

問

答

問答

問答

問答

地
方
創
生
事
業
の
課
題
と
展
開
を
問
う

富永三千敏 議員

答
　
　成
果
、
問
題
点
を
検
討
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

新
規
開
業
支
援
策
を
問
う

志田　　貢 議員

答
　
　初
期
投
資
費
用
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
る

問

　
　「新
規
開
業
の
壁
」は
、

開
業
直
後
の
資
金
不
足
の
中
、

そ
の
支
出
の
多
く
が
物
件
費

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
。
開
業
直

後
の
段
階
に
こ
そ
、
本
当
の

支
援
が
必
要
と
感
じ
る
。
市

で
所
有
す
る
物
件
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
新
規

で
取
得
）
を
使
い
、
新
規
開

業
者
が
開
業
に
向
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
環
境
設
定
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　起
業
者
等
の
初
期
投

資
費
用
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

空
き
店
舗
、
空
き
工
場
等
の

有
効
活
用
や
市
有
物
件
の
貸

し
出
し
も
含
め
、
検
討
す
る
。

天
神
囃
子
の
浸
透
を

問

　
　天
神
囃
子
は
祝
い
唄

で
あ
り
、
魚
沼
市
で
も
堀
之

内
地
区
を
は
じ
め
多
く
の
地

区
で
宴
席
な
ど
の
場
で
歌
わ

れ
て
い
る
。
魚
沼
市
全
域
で

は
な
い
も
の
の
、
古
く
か
ら

の
伝
統
と
風
習
の
あ
る
地
域

行
事
等
で
は
、
自
席
を
離
れ

る
場
合
は
歌
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
し
き
た
り
も
あ
る
と
の

こ
と
だ
。

　こ
の
天
神
囃
子
の
浸
透
を

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

は
ど
う
か
。

答

　
　魚
沼
の
達
人
と
し
て
、

天
神
囃
子
の
歌
い
手
２
名
を

認
定
し
、
後
継
者
育
成
な
ど

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
歌
え
る
方
々
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
域
で
の

保
存
、
継
承
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て

は
、
天
神
囃
子
や
石
場
か
ち

に
つ
い
て
歌
詞
な
ど
を
記
録

し
保
存
す
る
と
と
も
に
、
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　１

　地
域
住
民
生
活

支
援
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
事
業
の
地
方
創
生
先

行
型
と
消
費
喚
起
型
に
属
す

る
７
事
業
全
般
に
関
し
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
問
題

課
題
を
ど
う
解
決
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
か
。

２

　市
民
が
利
用
で
き
る

「
１
０
０
円
バ
ス
」「
ま
ち
な

か
周
遊
バ
ス
」、
２
次
交
通

と
し
て
の
「
１
，
０
０
０
円

タ
ク
シ
ー
」「
観
光
周
遊
バ

ス
」
な
ど
の
コ
ー
ス
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
差
す
る
乗
り

継
ぎ
停
留
所
を
設
定
し
て
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
実
施
し
て
い
る
が
、
一
部

変
更
し
組
み
替
え
た
も
の
も

あ
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

事
業
完
了
後
に
成
果
、
問
題

点
を
検
討
し
今
後
の
展
開
に

つ
な
げ
る
。

２

　観
光
協
会
ほ
か
関
係
団

体
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問

　
　「食
で
つ
な
が
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
計

画
で
は
担
当
課
を
は
じ
め
、

多
く
の
課
と
市
民
団
体
等
で

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
策
定

に
当
た
っ
て
の
問
題
点
は
何

か
。
策
定
後
の
官
民
連
携
の

推
進
組
織
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
健
康
の
保
持

増
進
、
食
の
教
育
と
食
文
化

の
継
承
、
産
業
の
振
興
、
観

光
振
興
・
交
流
促
進
、
環
境

保
全
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
う
。

答

　
　個
々
の
テ
ー
マ
を
結

び
つ
け
連
携
し
た
取
り
組
み

が
い
か
に
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご
と
に
10

年
間
を
見
据
え
た
目
標
値
を

設
定
し
、
中
間
時
点
で
検
証

見
直
し
を
す
る
。
市
民
、
事

業
者
、
生
産
者
と
行
政
が
一

体
と
な
る
推
進
協
議
会
を
組

織
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

問答

問答

問

答
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

児
童
虐
待
の
現
状
と
防
止
対
策
を
問
う

関矢　孝夫 議員

答
　
　50
件
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
る

問

　
　１

　年
々
増
え
続
け

て
い
る
児
童
虐
待
、
肉
親
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
報
道
さ
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
調
査
で

は
、
全
国
の
児
童
相
談
所
が

平
成
26
年
度
に
対
応
し
た
児

童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
前

年
度
比
20
・
５
％
増
の
８
８
，

９
３
１
件
も
あ
り
、
調
査
を

開
始
し
た
平
成
２
年
か
ら
24

年
間
連
続
で
増
加
を
つ
づ
け

て
お
り
、
児
童
虐
待
防
止
法

施
行
前
の
平
成
11
年
度
に
比

べ
て
７
・
６
倍
に
増
加
し
て

い
る
。
新
潟
県
で
は
、
前
年

度
比
１
・
37
倍
の
１
，
２
２

７
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
件

数
の
推
移
を
問
う
。

２

　児
童
虐
待
を
減
ら
す
に

は
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的

孤
立
な
ど
の
課
題
を
取
り
除

く
た
め
の
親
へ
の
支
援
が
重

要
だ
。
ま
た
、
実
際
に
子
育

て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
持

っ
て
い
る
親
が
相
談
し
や
す

い
環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　昨
年
度
は
52
件

で
、
過
去
５
年
間
で
は
41
件

か
ら
52
件
の
間
で
推
移
し
て

い
る
が
、
児
童
相
談
所
に
送

致
さ
れ
た
件
数
は
、
一
昨
年
、

昨
年
と
も
０
件
で
あ
る
。

２

　相
談
・
通
報
窓
口
を
広

く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
、
健
康
課
な
ど
で

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
虐
待
の
発

生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早

期
対
応
、
在
宅
支
援
な
ど
切

れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　
　１

　子
育
て
世
代
は

南
魚
沼
市
の
ア
パ
ー
ト
に
移

住
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
実

際
に
南
魚
沼
市
へ
の
移
住
者

は
何
人
い
る
か
。
過
去
10
年

間
の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い

る
か
。

２

　人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
ま
ず
は
南
魚

沼
市
に
条
件
を
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
来
年
度

か
ら
乳
幼
児
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

　
　１

　平
成
17
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
魚
沼
市
か
ら

南
魚
沼
市
に
異
動
し
た
人
数

は
１
，
０
５
７
人
、
南
魚
沼

市
か
ら
魚
沼
市
に
異
動
し
た

人
数
は
８
９
９
人
で
あ
る
。

２

　魚
沼
市
で
は
中
学
生
ま

で
を
入
院
無
料
と
し
、
南
魚

沼
市
で
は
４
歳
ま
で
を
入

院
・
通
院
無
料
と
し
て
い
る
。

南
魚
沼
市
と
同
様
の
助
成
制

度
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
県
内
自
治
体
の
子
育

て
支
援
制
度
全
般
の
実
施
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
億
総
活
躍
社
会
に
つ
い
て

問

　
　我
が
国
の
構
造
的
な

問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

真
正
面
か
ら
挑
む
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
の
方
針
は
、
特

に
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
と
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

に
向
け
今
後
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
設
抑
制
策
の
転

換
を
打
ち
出
す
と
し
て
い
る

が
、「
安
心
に
つ
な
が
る
社

会
保
障
」
の
実
現
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答

　
　課
題
も
ま
だ
あ
る
が
、

国
の
政
策
と
し
て
「
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
」
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し

て
お
り
、
政
策
の
実
現
に
期

待
す
る
。

地
域
で
取
り
組
む
﹁
生
活
困

窮
者
﹂﹁
引
き
こ
も
り
﹂
の

社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

問

　
　近
年
、
引
き
こ
も
り

の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

最
近
で
は
、
い
っ
た
ん
社
会

に
出
て
か
ら
挫
折
し
た
こ
と

で
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
る

人
が
増
え
、
高
年
齢
化
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
抱
え

る
家
庭
の
負
担
は
重
く
な
り
、

支
援
が
難
し
く
な
る
。
引
き

こ
も
り
等
の
社
会
復
帰
支
援

の
施
策
を
問
う
。

答

　
　引
き
こ
も
り
対
策
支

援
事
業
を
実
施
し
、
実
態
調

査
を
行
い
、
家
族
を
支
援
す

る
家
族
会
の
立
ち
上
げ
を
目

指
し
た
い
。

乳
幼
児
の
医
療
費
無
償
化
を
問
う

渡辺　一美 議員

答
　
　県
内
自
治
体
の
子
育
て
支
援

制
度
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

問

答

問答

問答

問答

地
方
創
生
事
業
の
課
題
と
展
開
を
問
う

富永三千敏 議員

答
　
　成
果
、
問
題
点
を
検
討
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

新
規
開
業
支
援
策
を
問
う

志田　　貢 議員

答
　
　初
期
投
資
費
用
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
る

問

　
　「新
規
開
業
の
壁
」は
、

開
業
直
後
の
資
金
不
足
の
中
、

そ
の
支
出
の
多
く
が
物
件
費

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
。
開
業
直

後
の
段
階
に
こ
そ
、
本
当
の

支
援
が
必
要
と
感
じ
る
。
市

で
所
有
す
る
物
件
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
新
規

で
取
得
）
を
使
い
、
新
規
開

業
者
が
開
業
に
向
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
環
境
設
定
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　起
業
者
等
の
初
期
投

資
費
用
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

空
き
店
舗
、
空
き
工
場
等
の

有
効
活
用
や
市
有
物
件
の
貸

し
出
し
も
含
め
、
検
討
す
る
。

天
神
囃
子
の
浸
透
を

問

　
　天
神
囃
子
は
祝
い
唄

で
あ
り
、
魚
沼
市
で
も
堀
之

内
地
区
を
は
じ
め
多
く
の
地

区
で
宴
席
な
ど
の
場
で
歌
わ

れ
て
い
る
。
魚
沼
市
全
域
で

は
な
い
も
の
の
、
古
く
か
ら

の
伝
統
と
風
習
の
あ
る
地
域

行
事
等
で
は
、
自
席
を
離
れ

る
場
合
は
歌
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
し
き
た
り
も
あ
る
と
の

こ
と
だ
。

　こ
の
天
神
囃
子
の
浸
透
を

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

は
ど
う
か
。

答

　
　魚
沼
の
達
人
と
し
て
、

天
神
囃
子
の
歌
い
手
２
名
を

認
定
し
、
後
継
者
育
成
な
ど

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
歌
え
る
方
々
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
域
で
の

保
存
、
継
承
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て

は
、
天
神
囃
子
や
石
場
か
ち

に
つ
い
て
歌
詞
な
ど
を
記
録

し
保
存
す
る
と
と
も
に
、
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　１

　地
域
住
民
生
活

支
援
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
事
業
の
地
方
創
生
先

行
型
と
消
費
喚
起
型
に
属
す

る
７
事
業
全
般
に
関
し
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
問
題

課
題
を
ど
う
解
決
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
か
。

２

　市
民
が
利
用
で
き
る

「
１
０
０
円
バ
ス
」「
ま
ち
な

か
周
遊
バ
ス
」、
２
次
交
通

と
し
て
の
「
１
，
０
０
０
円

タ
ク
シ
ー
」「
観
光
周
遊
バ

ス
」
な
ど
の
コ
ー
ス
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
差
す
る
乗
り

継
ぎ
停
留
所
を
設
定
し
て
は

ど
う
か
。

答

　
　１

　ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
実
施
し
て
い
る
が
、
一
部

変
更
し
組
み
替
え
た
も
の
も

あ
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

事
業
完
了
後
に
成
果
、
問
題

点
を
検
討
し
今
後
の
展
開
に

つ
な
げ
る
。

２

　観
光
協
会
ほ
か
関
係
団

体
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問

　
　「食
で
つ
な
が
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
計

画
で
は
担
当
課
を
は
じ
め
、

多
く
の
課
と
市
民
団
体
等
で

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
策
定

に
当
た
っ
て
の
問
題
点
は
何

か
。
策
定
後
の
官
民
連
携
の

推
進
組
織
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
健
康
の
保
持

増
進
、
食
の
教
育
と
食
文
化

の
継
承
、
産
業
の
振
興
、
観

光
振
興
・
交
流
促
進
、
環
境

保
全
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
う
。

答

　
　個
々
の
テ
ー
マ
を
結

び
つ
け
連
携
し
た
取
り
組
み

が
い
か
に
で
き
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご
と
に
10

年
間
を
見
据
え
た
目
標
値
を

設
定
し
、
中
間
時
点
で
検
証

見
直
し
を
す
る
。
市
民
、
事

業
者
、
生
産
者
と
行
政
が
一

体
と
な
る
推
進
協
議
会
を
組

織
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答

問答

問答

問

答

1213 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

福
祉
文
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委
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総
務
委
員
会
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１

　地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
の
進
捗
状
況
中
間
評

価
に
つ
い
て

問

　魚
沼
基
幹
病
院
等
の
利

用
の
た
め
の
再
編
は
ど
う
か
。

答

　シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
対
応

し
て
い
る
が
、
許
認
可
手
続

き
を
経
て
平
成
29
年
４
月
か

ら
運
行
し
た
い
。

問

　小
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
駐
車
場
の
除
雪
体
制
で
問

題
が
あ
る
と
の
声
を
聞
く
が

ど
う
か
。
　
　
　
　

答

　停
車
し
て
い
る
自
動
車

も
あ
り
、
様
子
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
る
が
、
堆
積
し
た

雪
を
ど
う
す
る
か
検
討
中
だ
。

２

　地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
等

利
用
実
態
調
査
に
つ
い
て

問

　小
出
ま
ち
な
か
循
環
線

の
利
用
者
が
少
な
い
。
範
囲

を
広
げ
る
と
か
反
対
回
り
と

か
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

答

　当
初
広
範
囲
だ
っ
た
経

緯
も
あ
る
が
時
間
が
か
か
る

と
の
こ
と
で
小
範
囲
と
な
っ

た
。
反
対
回
り
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。

１

　魚
沼
市
の
入
札
事
務
全

般
に
つ
い
て

問

　過
去
の
実
績
で
入
札
参

加
資
格
が
得
ら
れ
な
い
業
者

は
、
物
件
に
よ
っ
て
は
ず
っ

と
入
札
参
加
で
き
な
い
状
況

が
続
く
が
ど
う
か
。

答

　市
内
業
者
最
優
先
と
い

う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
市

外
業
者
を
参
加
さ
せ
る
場
合
、

金
額
だ
け
で
な
く
総
合
評
価

方
式
の
よ
う
に
過
去
３
年
間

の
実
績
を
要
件
と
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
実
績
が
上
が

れ
ば
参
加
可
能
で
あ
る
。

問

　市
内
業
者
の
受
注
拡
大

の
意
味
か
ら
分
離
発
注
で
き

な
い
か
。

答

　大
規
模
な
建
築
工
事
で

複
数
年
度
に
渡
る
物
件
は
建

築
と
電
気
、
機
械
設
備
、
外

構
等
に
分
類
し
て
発
注
し
て

い
る
。
小
規
模
な
建
築
工
事

で
電
気
や
機
械
設
備
が
少
額

な
場
合
、
分
け
方
も
難
し
く
、

基
本
的
に
建
築
部
分
と
し
て

一
本
と
し
て
い
る
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
95
号

魚
沼
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

　コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
機
に

住
民
票
等
の
印
刷
デ
ー
タ
が

残
ら
な
い
か
。

答

　残
ら
な
い
方
式
に
な
っ

て
い
る
。

問

　印
鑑
カ
ー
ド
に
よ
る
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
料
金
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ

交
付
す
る
料
金
は
同
じ
か
。

答

　窓
口
料
金
と
同
じ
に
な
る
。

問

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
管
理

す
る
会
社
に
払
う
費
用
は
ど

う
か
。

答

　地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
へ
年
間
３
０
０

万
円
と
、
そ
の
他
書
類
１
件

に
対
し
１
２
３
円
支
払
う
。

問

　他
市
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
ほ
う
を
安
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
ど
う
か
。

答

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普
及

を
図
る
目
的
と
聞
く
。

議
案
第
96
号

魚
沼
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問

　こ
れ
ま
で
徴
収
金
猶
予

に
係
る
滞
納
額
の
規
定
が
50

万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

な
っ
た
。
仮
に
60
万
円
猶
予

を
希
望
す
る
人
は
受
け
ら
れ

な
く
な
り
対
象
者
が
狭
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答

　滞
納
額
が
50
万
円
を
超

え
た
場
合
、
担
保
を
提
供
し

な
い
と
猶
予
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
規
定
が
、
１
０
０
万

円
ま
で
無
担
保
で
猶
予
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
猶
予
期
間
３
カ
月
以

下
で
あ
れ
ば
額
に
関
係
な
く

無
担
保
の
新
規
規
定
も
併
せ

要
件
を
緩
和
し
た
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
１
０
６
号

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整

備
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

問

　工
事
額
増
へ
の
変
更
契

約
は
、
同
時
に
施
工
さ
れ
た

エ
フ
エ
ム
魚
沼
の
ケ
ー
ブ
ル

等
の
埋
設
工
事
に
関
連
し
て

の
こ
と
か
。

答

　エ
フ
エ
ム
魚
沼
の
電
源

及
び
通
信
線
と
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
は
同
一
箇
所
で

の
埋
設
工
事
だ
。

問

　同
一
箇
所
埋
設
工
事
と

な
る
と
、
エ
フ
エ
ム
魚
沼
の

実
施
す
る
工
事
も
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
工
事
が
按
分
さ

れ
て
逆
に
そ
の
分
の
工
事
額

は
減
と
な
ら
な
い
か
。

答

　計
画
当
初
よ
り
エ
フ
エ

ム
魚
沼
の
ケ
ー
ブ
ル
工
事
も

当
工
事
に
含
ま
れ
て
い
て
按

分
は
し
て
い
な
い
。

10
月
14
日

12
月
10
日

11
月
13
日

11
月
5
日

12
月
10
日

10
月
9
日

議
案
第
95
〜
第
98
号
・
第
１

０
４
号
・
第
１
０
６
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

請
願
第
６
号

﹁
地
方
自
治
の
尊
重
を
求
め

る
請
願
﹂
に
つ
い
て

※

「
国
と
県
が
係
争
中
と
い

う
問
題
も
あ
り
研
究
、
調
査

が
必
要
」
と
の
こ
と
か
ら
継

続
審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

１

　介
護
福
祉
施
設
の
現
地

調
査　市

内
の
介
護
福
祉
施
設
の

現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、

介
護
保
険
料
の
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
現
地
調
査
と
市
内
の
介

護
施
設
全
般
の
課
題
等
を
総

括
し
た
。

問

　魚
沼
福
祉
会
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
が
２

０
２
人
と
聞
い
た
。
泊
ま
り

の
希
望
が
あ
る
け
れ
ど
も
な

か
な
か
泊
め
ら
れ
な
い
と
い

う
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待

機
者
は
ど
う
か
。

答

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
待

機
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
運
営
推
進
会
議
等
で
定

員
に
空
き
が
あ
れ
ば
情
報
を

い
た
だ
い
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

１

　障
害
者
施
設
の
現
地
調
査

　市
内
の
障
害
者
施
設
の
現

地
調
査
を
行
い
、
魚
沼
市
の

障
害
者
福
祉
計
画
の
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
、
現
地
調

査
の
総
括
を
行
っ
た
。

問

　障
害
者
の
高
齢
化
と
施

設
の
再
編
が
課
題
だ
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

　今
回
合
併
す
る
雪
国
福

祉
会
と
更
生
福
祉
会
は
、
今

日
の
視
察
箇
所
以
外
に
も
老

朽
化
し
た
施
設
が
あ
り
、
合

併
し
た
法
人
と
し
て
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
の
中
長
期
的

計
画
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
法
人
の
中
長
期

的
計
画
を
見
な
が
ら
施
策
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　建
て
替
え
は
お
金
が
か

か
る
。
古
い
建
物
の
改
修
の

場
合
、
国
県
の
補
助
金
は
同

じ
程
度
出
る
の
か

答

　改
修
に
も
補
助
事
業
が

あ
る
。
社
会
福
祉
整
備
事
業

補
助
金
と
い
う
国
の
補
助
金

で
、
上
限
が
３
分
の
１
で
あ

る
。
現
在
、
国
の
資
金
が
大

分
絞
ら
れ
て
お
り
、
な
か
な

か
採
択
さ
れ
な
い
。
全
国
的

な
資
金
の
総
量
が
非
常
に
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
市
の
支
援
が
ど
こ
ま
で

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

２

　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
計

画
の
断
念
に
つ
い
て

　執
行
部
よ
り
、
新
病
院
整

備
構
想
（
魚
沼
市
保
健
医
療

福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
構
想
）
に

お
け
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

計
画
を
断
念
す
る
と
の
報
告

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　市
民
に
も
同
様
の
説
明

を
す
る
と
思
う
が
、
期
待
し

て
い
る
方
も
大
勢
だ
と
思
う
。

そ
の
後
ど
う
す
る
の
か
。
大

幅
な
計
画
変
更
を
市
民
に
も

議
会
に
も
き
ち
ん
と
提
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

よ
い
か
。

答

　市
民
へ
の
説
明
は
ま
だ

決
め
て
い
な
い
。
構
想
に
つ

い
て
は
、
庁
内
の
関
係
部
署

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
既

存
の
施
設
で
今
の
と
こ
ろ
足

り
て
お
り
、
新
庁
舎
で
も
賄

え
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
意
見
集

約
し
た
。

※

大
幅
な
見
直
し
で
あ
り
、

市
民
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

委
員
会
か
ら
要
望
し
た
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
99
〜
第
１
０
１
号
・

第
１
０
７
〜
第
１
１
６
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２

　そ
の
他

　「魚
沼
市
食
で
つ
な
が
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
（
案
）」、「
第
２
次
魚
沼

市
健
康
づ
く
り
計
画
『
健
康

う
お
ぬ
ま
21
』（
案
）」、「
第

２
次
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
（
案
）」、「
第
２
次
魚

沼
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

（
案
）」、「
魚
沼
市
教
育
大
綱
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
井
口
小

学
校
の
校
名
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
及
び
年
度
途
中
の
保

育
園
入
園
希
望
者
の
状
況
に

つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報
告

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

まちトレ魚沼
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１

　現
地
調
査

　中
越
森
林
管
理
署
と
南
魚

沼
市
山
口
地
域
の
森
林
共
同

施
業
現
場
を
視
察
し
、
総
括

を
行
っ
た
。

問

　森
林
整
備
を
す
る
場
合
、

所
有
者
の
負
担
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

整
備
す
る
業
者
の
努
力
が
相

当
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
魚

沼
市
で
は
魚
沼
森
林
組
合
と

湯
之
谷
地
域
森
林
組
合
が
あ

る
。
所
有
者
の
負
担
が
な
け

れ
ば
こ
の
仕
事
は
拡
大
し
て

い
く
と
思
う
が
、
今
後
の
課

題
で
は
な
い
か
。

答

　利
用
間
伐
を
し
た
場
合
、

材
を
搬
出
し
て
売
れ
る
材
は

売
る
と
い
う
形
に
な
る
。
施

業
自
体
に
対
す
る
国
の
補
助

金
が
約
６
割
、
魚
沼
市
で
は

残
り
の
半
分
を
さ
ら
に
補
助

し
て
い
る
。
ま
た
、
材
を
搬

出
し
た
場
合
、
ト
ン
当
た
り

に
対
す
る
補
助
金
が
出
る
。

魚
沼
市
内
の
認
定
事
業
体
、

森
林
組
合
も
コ
ス
ト
の
縮
減

に
努
力
し
て
お
り
、
所
有
者

の
負
担
が
な
く
て
施
業
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

２

　そ
の
他

　湯
之
谷
簡
易
水
道
低
水
圧

解
消
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

が
完
了
し
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。
ま
た
、
か
た
っ
く
り

の
冬
季
閉
鎖
に
つ
い
て
、
執

行
部
よ
り
報
告
を
受
け
、
質

疑
を
行
っ
た
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
１
０
３
号

魚
沼
市
ガ
ス
供
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問

　石
油
価
格
の
変
動
が
ガ

ス
料
金
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

の
か
。

答

　魚
沼
市
で
は
当
初
は
国

産
の
天
然
ガ
ス
だ
け
だ
っ
た

が
、
石
油
資
源
開
発
が
Ｌ
Ｎ

Ｇ
等
を
輸
入
し
て
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
入
れ
て
お
り
、
そ
の

部
分
が
ガ
ス
料
金
の
卸
価
格

に
影
響
し
て
い
る
。
今
後
も

連
動
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。

議
案
第
１
０
２
〜
１
０
３

号
・
第
１
１
７
〜
１
３
３
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２

　そ
の
他

　中
越
大
震
災
復
興
基
金
に

よ
り
設
置
し
た
井
戸
の
同
一

敷
地
内
に
お
け
る
他
用
途
井

戸
の
設
置
制
限
の
解
除
に
対

し
、
市
は
同
意
し
た
と
の
説

明
を
受
け
た
。

11
月
16
日

12
月
11
日

地
域
医
療
対
策

　
　

特
別
委
員
会
報
告

11
月
27
日

10
月
28
日

　市
立
小
出
病
院
の
患
者
動

向
や
、
11
月
１
日
開
院
の
南

魚
沼
市
民
病
院
と
ゆ
き
ぐ
に

大
和
病
院
の
動
向
、
小
出
病

院
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
、

堀
之
内
病
院
の
医
師
確
保
と

療
養
病
床
の
今
後
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

問

　小
出
病
院
の
整
形
外
来

が
混
雑
し
て
い
る
。
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

答

　新
た
に
１
名
の
整
形
外

科
医
師
の
招
致
を
進
め
て
い
る
。

問

　小
出
病
院
の
８
月
の
病

床
稼
働
率
は
96
・
２
％
と
ほ

ぼ
満
床
に
な
っ
て
い
る
。
病

床
不
足
で
は
な
い
か
。

答

　基
幹
病
院
が
看
護
師
不

足
で
３
病
棟
が
開
け
な
い
で

い
る
。
他
の
病
院
で
も
病
棟

閉
鎖
の
報
道
が
あ
る
な
ど
圏

域
全
体
で
看
護
師
不
足
が
深

刻
で
あ
り
、
県
も
看
護
師
確

保
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。

問

　小
出
病
院
の
通
院
玄
関

確
保
と
解
体
工
事
の
予
定
は

ど
う
か
。

答

　西
病
棟
の
改
修
工
事
が

年
内
に
完
了
す
る
。
管
理
棟

解
体
を
年
度
内
に
先
行
実
施

し
、
来
年
４
月
か
ら
西
病
棟

の
玄
関
を
使
い
た
い
。

問

　堀
之
内
病
院
の
療
養
病

床
の
取
り
扱
い
は
ど
う
か
。

答

　療
養
病
床
を
老
人
保
健

施
設
に
変
え
れ
ば
当
直
医
が

不
要
と
な
り
、
看
護
師
も
若

干
減
ら
せ
る
が
、
ま
だ
決
定

で
は
な
い
。

※

課
題
を
検
証
す
る
た
め
、

基
幹
病
院
の
視
察
・
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　小
出
病
院
の
解
体
手
法
や

今
後
の
堀
之
内
病
院
の
形
態
、

新
病
院
構
想
に
お
け
る
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想
、
守
門

診
療
所
の
歯
科
廃
止
、
患
者

送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　小
出
病
院
の
解
体
工
事

費
は
平
成
28
年
度
予
算
に
計

上
す
る
の
か
。

答

　解
体
工
事
を
早
期
に
発

注
す
る
た
め
、
解
体
費
の
上

限
を
５
億
円
と
す
る
債
務
負

担
行
為
を
平
成
27
年
度
予
算

と
し
て
補
正
計
上
し
、
12
月

議
会
に
提
案
し
た
い
。
た
だ

し
、
平
成
27
年
度
に
は
支
出

は
発
生
せ
ず
、
平
成
28
年
度

と
な
る
。

問

　堀
之
内
病
院
の
療
養
病

床
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ

た
か
。

答

　今
の
ま
ま
１
年
間
継
続

す
る
。

問

　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
構

想
の
白
紙
化
に
つ
い
て
。

答

　小
出
病
院
の
外
構
図
面

の
中
に
点
線
で
表
記
し
て
い

た
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想

は
、
近
接
地
に
新
庁
舎
の
建

設
案
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
保
健
福
祉
機
能
を
集

約
し
た
い
。
構
想
に
あ
っ
た

病
児
保
育
機
能
は
小
出
病
院

内
に
開
設
す
る
。

問

　病
院
解
体
工
事
が
終
わ

れ
ば
敷
地
に
余
裕
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答

　将
来
の
西
病
棟
建
替
用

地
と
し
て
確
保
し
た
い
。

問

　基
幹
病
院
通
院
バ
ス
の

停
留
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

答

　要
望
は
受
け
て
い
る
。

現
在
の
通
院
バ
ス
を
公
共
交

通
に
移
行
し
た
い
。
ま
た
、

小
出
駅
か
ら
干
溝
経
由
で
基

幹
病
院
、
浦
佐
駅
に
行
く
路

線
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
利
用

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

庁
舎
再
編
整
備

　
　

特
別
委
員
会
報
告

　魚
沼
市
新
庁
舎
建
設
候
補

地
評
価
選
定
報
告
書
（
５
カ

所
）
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。
ま
た
、
委
員
か

ら
は
、
庁
舎
再
編
基
本
計
画

（
案
）
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
や
建
設
に
賛
成
す
る

発
言
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　新
庁
舎
建
設
を
前
提
に
委

員
会
運
営
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
庁
舎
の
位
置
と
財
源
に

つ
い
て
重
点
的
に
調
査
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　新
庁
舎
建
設
候
補
地
５
カ

所
を
現
地
調
査
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
再
編
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　平
成
37
年
ま
で
の
財
政
予

測
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新

庁
舎
候
補
地
と
し
て
、
北
部

公
民
館
周
辺
が
多
数
意
見
と

な
り
、
一
定
の
方
向
性
が
見

い
だ
さ
れ
た
。

10
月
8
日

11
月
10
日

10
月
16
日

10
月
28
日

　市
長
か
ら
、
新
庁
舎
の
建

設
位
置
は
北
部
公
民
館
に
隣

接
す
る
市
有
地
及
び
そ
の
周

辺
と
し
、
第
４
回
（
12
月
）

定
例
会
に
議
案
提
案
す
る
こ

と
、
市
民
説
明
会
を
12
月
13

日
に
開
く
と
の
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

11
月
25
日

67 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

公
共
用
地
取
得
及
び
売
却
の
方
針
を
問
う

大平　栄治 議員

答
　
　複
数
課
に
よ
る
協
議
会
で
行

う
よ
う
検
討
し
た
い

問

　
　１

　魚
沼
市
で
は
こ

れ
ま
で
用
地
取
得
は
担
当
課

の
そ
の
場
対
応
で
や
っ
て
い

る
。
用
地
交
渉
を
す
る
専
門

部
署
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　鑑
定
士
に
よ
る
土
地
評

価
は
ど
の
よ
う
な
時
に
実
施

さ
れ
る
の
か
。
斎
場
用
地
で

は
、
委
託
契
約
前
に
仕
事
を

さ
せ
て
い
る
。
担
当
者
と
鑑

定
業
者
の
癒
着
で
あ
り
許
さ

れ
な
い
。
ど
う
す
る
の
か
。

鑑
定
結
果
に
あ
る
概
ね
一
致

し
た
と
す
る
図
面
を
示
せ
な

い
理
由
は
何
か
。

３

　市
は
民
有
地
の
借
地
解

消
の
方
針
だ
が
、
借
地
の
件

数
と
料
金
は
ど
う
か
。
借
地

解
消
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

　
　１

　現
在
は
事
業
担

当
課
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
複
数
課
に
よ
る

協
議
会
で
行
う
よ
う
検
討
し

た
い
。

２

　９
月
に
不
動
産
鑑
定
士

に
見
積
も
り
依
頼
を
し
、
不

動
産
鑑
定
士
が
３
月
の
契
約

前
に
自
発
的
に
現
地
調
査
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
請
求
の

あ
っ
た
資
料
は
「
一
致
し
て

い
な
い
図
面
等
」
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
一
致
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、「
一

致
し
て
い
な
い
資
料
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

３

　本
年
10
月
末
時
点
で
、

約
７
８
０
件
で
、
今
年
度
の

年
間
借
地
料
は
３
，
２
６
０

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
件
の
借
地
が
解
消
さ

れ
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

斎
場
用
地
の
旧
地
権
者
に
対

す
る
瑕
疵
請
求
に
つ
い
て

問

　
　１

　敷
地
か
ら
出
て

き
た
廃
棄
物
処
理
費
用
を
旧

地
権
者
に
瑕
疵
請
求
し
て
い

る
。
督
促
し
た
が
支
払
い
は

な
い
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

法
的
手
段
を
取
っ
た
の
か
。

２

　賠
償
が
な
い
場
合
、
市

長
は
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
も
納
入
さ

れ
て
い
な
い
。
法
に
の
っ
と

っ
た
手
続
と
し
て
、
今
後
、

催
告
を
行
う
。

２

　引
き
続
き
納
入
し
て
も

ら
う
よ
う
催
告
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

　
　１

　来
年
か
ら
８
月

11
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
と
な
る
。
魚
沼

市
に
は
日
本
百
名
山
と
呼
ば

れ
る
「
越
後
駒
ヶ
岳
」「
平

ヶ
岳
」
の
ほ
か
、
手
軽
に
登

ら
れ
る
里
山
や
遊
歩
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
地
元

団
体
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

い
る
。
市
面
積
の
約
85
％
も

の
山
林
を
抱
え
る
魚
沼
市
も

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
里
山
に
親
し
む
と
と

も
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
は

ど
う
か
。

２

　「里
山
・
遊
歩
道
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
、
広
く
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
健

康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
観

光
に
も
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

に
よ
り
、
有
害
野
生
獣
に
よ

る
被
害
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
自
然
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
、
草

刈
り
機
の
燃
料
代
等
の
補
助

を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
遊
歩
道
等
の
屋

外
看
板
を
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　１

　毎
年
10
月
に

「
う
お
ぬ
ま
里
山
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
山
へ
の
感
謝
と

自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
山

の
日
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

調
整
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

２

　よ
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
作
成
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

は
、
地
域
の
協
力
が
一
番
重

要
で
あ
る
。
補
助
や
看
板
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
等

と
協
議
し
、進
め
て
い
き
た
い
。

﹁
山
の
日
﹂を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を

星野　武男 議員

答
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問

答

問答

問

答

﹁
魚
沼
市
総
合
戦
略
﹂に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄 議員

答
　
　検
討
の
う
え
、
取
り
組
む

魚
沼
市
版
総
合
戦
略
の
内
容
を
示
せ

岡部　計夫 議員

答
　
　し
ご
と
・
ひ
と
・
若
者
定
住
・

ま
ち
づ
く
り
の
４
戦
略
に
取
り
組
む

問

　
　魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
施

策
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民

に
は
具
体
的
な
内
容
が
見
え

て
こ
な
い
。
具
体
的
な
内
容

を
問
う
。

１

　「し
ご
と
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

２

　「ひ
と
」
の
流
れ
を
つ

く
る
施
策
は
何
か
。

３

　若
者
の
定
住
に
つ
な
が

る
支
援
策
は
何
か
。

４

　安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

答

　
　１

　地
元
企
業
に
よ

る
外
需
獲
得
型
の
産
業
支
援

を
最
優
先
に
行
う
。

２

　本
市
の
自
然
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
向
け
、
仕

事
づ
く
り
を
は
じ
め
住
宅
施

策
と
し
て
家
賃
補
助
や
空
き

家
の
利
活
用
な
ど
の
支
援
策

を
創
設
す
る
。

３

　働
く
場
や
住
宅
は
も
ち

ろ
ん
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
婚
活
支
援
や
医

療
費
助
成
、
教
育
の
充
実
な

ど
の
支
援
を
進
め
る
。

４

　高
齢
化
が
進
む
地
域
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
安
全
安
心
の
確
保
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
共
助
」
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

魚
野
川
左
岸
の
桜
づ
つ
み
に

つ
い
て

問

　
　魚
野
川
左
岸
の
桜
づ

つ
み
は
、
植
樹
し
て
10
年
以

上
経
過
す
る
が
、
な
か
な
か

樹
が
太
ら
な
い
。
も
っ
と
見

栄
え
の
す
る
桜
並
木
に
で
き

な
い
か
。

答

　
　河
川
堤
防
上
に
あ
る

た
め
、
盛
土
が
硬
く
締
め
固

め
て
あ
る
う
え
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
が
さ
れ

て
い
る
な
ど
樹
木
の
生
育
に

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

春
に
は
花
を
付
け
、
地
域
の

方
や
来
訪
者
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

廃
止
施
設
の
看
板
に
つ
い
て

問

　
　廃
止
し
た
公
共
施
設

等
の
看
板
が
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
景
観
上
、
早

期
に
撤
去
や
書
き
換
え
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　確
認
し
、
撤
去
や
書

き
換
え
を
行
う
。

問

　
　魚
沼
市
は
本
年
度
か

ら
５
カ
年
間
の
総
合
戦
略
を

４
つ
の
戦
略
に
ま
と
め
た
。

最
優
先
に
取
り
組
む
課
題
と

し
て
次
の
４
点
を
提
案
す
る
。

１

　魚
沼
で
暮
ら
し
続
け
る

「
し
ご
と
」
と
は
、
農
業
の

活
性
化
で
あ
り
、
６
次
産
業

化
へ
の
移
行
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
ま
れ
た
商
品
を

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

し
て
全
国
に
広
く
展
開
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

が
ど
う
か
。

２

　魚
沼
市
で
暮
ら
し
た
い

「
ひ
と
」
の
流
れ
を
ど
う
つ

く
る
か
。
南
魚
沼
市
は
日
本

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
同
市
と
は
定

住
自
立
権
構
想
作
成
中
で
あ

り
共
同
で
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
魚
沼
市
の
資
源
で
あ
る

美
し
い
自
然
を
生
か
し
、
増

加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や

空
き
家
を
登
録
し
て
一
定
の

条
件
で
助
成
す
る
な
ど
、
市

外
か
ら
移
住
促
進
対
策
を
取

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　非
婚
化
・
晩
婚
化
対
策

と
し
て
、
ま
ず
実
態
調
査
す

べ
き
で
あ
る
。
出
会
い
の
場

の
設
定
前
に
、
対
象
者
の
勉

強
会
と
地
元
の
多
様
な
組
織

と
の
連
携
や
仲
人
等
の
支
援

者
の
組
織
化
な
ど
、
市
の
総

力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
後
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

整
備
と
子
育
て
支
援
策
は
市

の
責
務
で
は
な
い
か
。

４

　安
心
し
て
住
み
続
け
た

い「
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
い
か

に
健
康
寿
命
の
延
伸
化
を
図

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
と
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
が
大
切

で
、
早
急
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
全
市
に
展
開
し
、

包
括
的
な
地
域
支
援
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　１

　市
内
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
む
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
を

見
直
す
。

２

　Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は
定
住

自
立
圏
構
想
に
お
い
て
検
討

す
る
。
移
住
・
定
住
対
策
も

進
め
る
。

３

　今
年
度
行
っ
た
調
査
等

を
参
考
に
取
り
組
む
。

４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
支
援
、
活
動
支
援
を

す
る
。

※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

　急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
介

護
施
設
や
介
護
事
業
者
が
不

足
す
る
東
京
圏
か
ら
高
齢
者

が
地
方
に
移
住
し
、
地
域
社

会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
医
療

介
護
が
必
要
な
時
に
は
継
続

的
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
。

問答

問

問答 答

問

答

か

し

※

越後三山
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一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

一

般

質

問

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

︵
通
告
順
︶

公
共
用
地
取
得
及
び
売
却
の
方
針
を
問
う

大平　栄治 議員

答
　
　複
数
課
に
よ
る
協
議
会
で
行

う
よ
う
検
討
し
た
い

問

　
　１

　魚
沼
市
で
は
こ

れ
ま
で
用
地
取
得
は
担
当
課

の
そ
の
場
対
応
で
や
っ
て
い

る
。
用
地
交
渉
を
す
る
専
門

部
署
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　鑑
定
士
に
よ
る
土
地
評

価
は
ど
の
よ
う
な
時
に
実
施

さ
れ
る
の
か
。
斎
場
用
地
で

は
、
委
託
契
約
前
に
仕
事
を

さ
せ
て
い
る
。
担
当
者
と
鑑

定
業
者
の
癒
着
で
あ
り
許
さ

れ
な
い
。
ど
う
す
る
の
か
。

鑑
定
結
果
に
あ
る
概
ね
一
致

し
た
と
す
る
図
面
を
示
せ
な

い
理
由
は
何
か
。

３

　市
は
民
有
地
の
借
地
解

消
の
方
針
だ
が
、
借
地
の
件

数
と
料
金
は
ど
う
か
。
借
地

解
消
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

　
　１

　現
在
は
事
業
担

当
課
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
複
数
課
に
よ
る

協
議
会
で
行
う
よ
う
検
討
し

た
い
。

２

　９
月
に
不
動
産
鑑
定
士

に
見
積
も
り
依
頼
を
し
、
不

動
産
鑑
定
士
が
３
月
の
契
約

前
に
自
発
的
に
現
地
調
査
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
請
求
の

あ
っ
た
資
料
は
「
一
致
し
て

い
な
い
図
面
等
」
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
一
致
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
の
で
、「
一

致
し
て
い
な
い
資
料
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

３

　本
年
10
月
末
時
点
で
、

約
７
８
０
件
で
、
今
年
度
の

年
間
借
地
料
は
３
，
２
６
０

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
件
の
借
地
が
解
消
さ

れ
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

斎
場
用
地
の
旧
地
権
者
に
対

す
る
瑕
疵
請
求
に
つ
い
て

問

　
　１

　敷
地
か
ら
出
て

き
た
廃
棄
物
処
理
費
用
を
旧

地
権
者
に
瑕
疵
請
求
し
て
い

る
。
督
促
し
た
が
支
払
い
は

な
い
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

法
的
手
段
を
取
っ
た
の
か
。

２

　賠
償
が
な
い
場
合
、
市

長
は
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

答

　
　１

　現
在
も
納
入
さ

れ
て
い
な
い
。
法
に
の
っ
と

っ
た
手
続
と
し
て
、
今
後
、

催
告
を
行
う
。

２

　引
き
続
き
納
入
し
て
も

ら
う
よ
う
催
告
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

　
　１

　来
年
か
ら
８
月

11
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
と
な
る
。
魚
沼

市
に
は
日
本
百
名
山
と
呼
ば

れ
る
「
越
後
駒
ヶ
岳
」「
平

ヶ
岳
」
の
ほ
か
、
手
軽
に
登

ら
れ
る
里
山
や
遊
歩
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
地
元

団
体
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

い
る
。
市
面
積
の
約
85
％
も

の
山
林
を
抱
え
る
魚
沼
市
も

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
里
山
に
親
し
む
と
と

も
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
は

ど
う
か
。

２

　「里
山
・
遊
歩
道
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
、
広
く
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
健

康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
観

光
に
も
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

に
よ
り
、
有
害
野
生
獣
に
よ

る
被
害
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
自
然
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
、
草

刈
り
機
の
燃
料
代
等
の
補
助

を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
遊
歩
道
等
の
屋

外
看
板
を
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

答

　
　１

　毎
年
10
月
に

「
う
お
ぬ
ま
里
山
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
山
へ
の
感
謝
と

自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
山

の
日
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

調
整
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

２

　よ
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
作
成
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

３

　里
山
・
遊
歩
道
の
整
備

は
、
地
域
の
協
力
が
一
番
重

要
で
あ
る
。
補
助
や
看
板
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
等

と
協
議
し
、進
め
て
い
き
た
い
。

﹁
山
の
日
﹂を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を

星野　武男 議員

答
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問

答

問答

問

答

﹁
魚
沼
市
総
合
戦
略
﹂に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄 議員

答
　
　検
討
の
う
え
、
取
り
組
む

魚
沼
市
版
総
合
戦
略
の
内
容
を
示
せ

岡部　計夫 議員

答
　
　し
ご
と
・
ひ
と
・
若
者
定
住
・

ま
ち
づ
く
り
の
４
戦
略
に
取
り
組
む

問

　
　魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
施

策
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民

に
は
具
体
的
な
内
容
が
見
え

て
こ
な
い
。
具
体
的
な
内
容

を
問
う
。

１

　「し
ご
と
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

２

　「ひ
と
」
の
流
れ
を
つ

く
る
施
策
は
何
か
。

３

　若
者
の
定
住
に
つ
な
が

る
支
援
策
は
何
か
。

４

　安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る

施
策
は
何
か
。

答

　
　１

　地
元
企
業
に
よ

る
外
需
獲
得
型
の
産
業
支
援

を
最
優
先
に
行
う
。

２

　本
市
の
自
然
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
向
け
、
仕

事
づ
く
り
を
は
じ
め
住
宅
施

策
と
し
て
家
賃
補
助
や
空
き

家
の
利
活
用
な
ど
の
支
援
策

を
創
設
す
る
。

３

　働
く
場
や
住
宅
は
も
ち

ろ
ん
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
婚
活
支
援
や
医

療
費
助
成
、
教
育
の
充
実
な

ど
の
支
援
を
進
め
る
。

４

　高
齢
化
が
進
む
地
域
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
安
全
安
心
の
確
保
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
共
助
」
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

魚
野
川
左
岸
の
桜
づ
つ
み
に

つ
い
て

問

　
　魚
野
川
左
岸
の
桜
づ

つ
み
は
、
植
樹
し
て
10
年
以

上
経
過
す
る
が
、
な
か
な
か

樹
が
太
ら
な
い
。
も
っ
と
見

栄
え
の
す
る
桜
並
木
に
で
き

な
い
か
。

答

　
　河
川
堤
防
上
に
あ
る

た
め
、
盛
土
が
硬
く
締
め
固

め
て
あ
る
う
え
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
が
さ
れ

て
い
る
な
ど
樹
木
の
生
育
に

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

春
に
は
花
を
付
け
、
地
域
の

方
や
来
訪
者
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

廃
止
施
設
の
看
板
に
つ
い
て

問

　
　廃
止
し
た
公
共
施
設

等
の
看
板
が
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
景
観
上
、
早

期
に
撤
去
や
書
き
換
え
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　
　確
認
し
、
撤
去
や
書

き
換
え
を
行
う
。

問

　
　魚
沼
市
は
本
年
度
か

ら
５
カ
年
間
の
総
合
戦
略
を

４
つ
の
戦
略
に
ま
と
め
た
。

最
優
先
に
取
り
組
む
課
題
と

し
て
次
の
４
点
を
提
案
す
る
。

１

　魚
沼
で
暮
ら
し
続
け
る

「
し
ご
と
」
と
は
、
農
業
の

活
性
化
で
あ
り
、
６
次
産
業

化
へ
の
移
行
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
ま
れ
た
商
品
を

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

し
て
全
国
に
広
く
展
開
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

が
ど
う
か
。

２

　魚
沼
市
で
暮
ら
し
た
い

「
ひ
と
」
の
流
れ
を
ど
う
つ

く
る
か
。
南
魚
沼
市
は
日
本

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
同
市
と
は
定

住
自
立
権
構
想
作
成
中
で
あ

り
共
同
で
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
魚
沼
市
の
資
源
で
あ
る

美
し
い
自
然
を
生
か
し
、
増

加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や

空
き
家
を
登
録
し
て
一
定
の

条
件
で
助
成
す
る
な
ど
、
市

外
か
ら
移
住
促
進
対
策
を
取

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３

　非
婚
化
・
晩
婚
化
対
策

と
し
て
、
ま
ず
実
態
調
査
す

べ
き
で
あ
る
。
出
会
い
の
場

の
設
定
前
に
、
対
象
者
の
勉

強
会
と
地
元
の
多
様
な
組
織

と
の
連
携
や
仲
人
等
の
支
援

者
の
組
織
化
な
ど
、
市
の
総

力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
後
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

整
備
と
子
育
て
支
援
策
は
市

の
責
務
で
は
な
い
か
。

４

　安
心
し
て
住
み
続
け
た

い「
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
い
か

に
健
康
寿
命
の
延
伸
化
を
図

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
と
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
が
大
切

で
、
早
急
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
全
市
に
展
開
し
、

包
括
的
な
地
域
支
援
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　１

　市
内
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
む
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
を

見
直
す
。

２

　Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
は
定
住

自
立
圏
構
想
に
お
い
て
検
討

す
る
。
移
住
・
定
住
対
策
も

進
め
る
。

３

　今
年
度
行
っ
た
調
査
等

を
参
考
に
取
り
組
む
。

４

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
支
援
、
活
動
支
援
を

す
る
。

※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

　急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
介

護
施
設
や
介
護
事
業
者
が
不

足
す
る
東
京
圏
か
ら
高
齢
者

が
地
方
に
移
住
し
、
地
域
社

会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
医
療

介
護
が
必
要
な
時
に
は
継
続

的
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
。

問答

問

問答 答

問

答

か

し

※

越後三山
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産
業
建
設
委
員
会
報
告

１

　現
地
調
査

　中
越
森
林
管
理
署
と
南
魚

沼
市
山
口
地
域
の
森
林
共
同

施
業
現
場
を
視
察
し
、
総
括

を
行
っ
た
。

問

　森
林
整
備
を
す
る
場
合
、

所
有
者
の
負
担
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

整
備
す
る
業
者
の
努
力
が
相

当
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
魚

沼
市
で
は
魚
沼
森
林
組
合
と

湯
之
谷
地
域
森
林
組
合
が
あ

る
。
所
有
者
の
負
担
が
な
け

れ
ば
こ
の
仕
事
は
拡
大
し
て

い
く
と
思
う
が
、
今
後
の
課

題
で
は
な
い
か
。

答

　利
用
間
伐
を
し
た
場
合
、

材
を
搬
出
し
て
売
れ
る
材
は

売
る
と
い
う
形
に
な
る
。
施

業
自
体
に
対
す
る
国
の
補
助

金
が
約
６
割
、
魚
沼
市
で
は

残
り
の
半
分
を
さ
ら
に
補
助

し
て
い
る
。
ま
た
、
材
を
搬

出
し
た
場
合
、
ト
ン
当
た
り

に
対
す
る
補
助
金
が
出
る
。

魚
沼
市
内
の
認
定
事
業
体
、

森
林
組
合
も
コ
ス
ト
の
縮
減

に
努
力
し
て
お
り
、
所
有
者

の
負
担
が
な
く
て
施
業
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

２

　そ
の
他

　湯
之
谷
簡
易
水
道
低
水
圧

解
消
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

が
完
了
し
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。
ま
た
、
か
た
っ
く
り

の
冬
季
閉
鎖
に
つ
い
て
、
執

行
部
よ
り
報
告
を
受
け
、
質

疑
を
行
っ
た
。

１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
１
０
３
号

魚
沼
市
ガ
ス
供
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問

　石
油
価
格
の
変
動
が
ガ

ス
料
金
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

の
か
。

答

　魚
沼
市
で
は
当
初
は
国

産
の
天
然
ガ
ス
だ
け
だ
っ
た

が
、
石
油
資
源
開
発
が
Ｌ
Ｎ

Ｇ
等
を
輸
入
し
て
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
入
れ
て
お
り
、
そ
の

部
分
が
ガ
ス
料
金
の
卸
価
格

に
影
響
し
て
い
る
。
今
後
も

連
動
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。

議
案
第
１
０
２
〜
１
０
３

号
・
第
１
１
７
〜
１
３
３
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２

　そ
の
他

　中
越
大
震
災
復
興
基
金
に

よ
り
設
置
し
た
井
戸
の
同
一

敷
地
内
に
お
け
る
他
用
途
井

戸
の
設
置
制
限
の
解
除
に
対

し
、
市
は
同
意
し
た
と
の
説

明
を
受
け
た
。

11
月
16
日

12
月
11
日

地
域
医
療
対
策

　
　

特
別
委
員
会
報
告

11
月
27
日

10
月
28
日

　市
立
小
出
病
院
の
患
者
動

向
や
、
11
月
１
日
開
院
の
南

魚
沼
市
民
病
院
と
ゆ
き
ぐ
に

大
和
病
院
の
動
向
、
小
出
病

院
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
、

堀
之
内
病
院
の
医
師
確
保
と

療
養
病
床
の
今
後
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

問

　小
出
病
院
の
整
形
外
来

が
混
雑
し
て
い
る
。
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

答

　新
た
に
１
名
の
整
形
外

科
医
師
の
招
致
を
進
め
て
い
る
。

問

　小
出
病
院
の
８
月
の
病

床
稼
働
率
は
96
・
２
％
と
ほ

ぼ
満
床
に
な
っ
て
い
る
。
病

床
不
足
で
は
な
い
か
。

答

　基
幹
病
院
が
看
護
師
不

足
で
３
病
棟
が
開
け
な
い
で

い
る
。
他
の
病
院
で
も
病
棟

閉
鎖
の
報
道
が
あ
る
な
ど
圏

域
全
体
で
看
護
師
不
足
が
深

刻
で
あ
り
、
県
も
看
護
師
確

保
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。

問

　小
出
病
院
の
通
院
玄
関

確
保
と
解
体
工
事
の
予
定
は

ど
う
か
。

答

　西
病
棟
の
改
修
工
事
が

年
内
に
完
了
す
る
。
管
理
棟

解
体
を
年
度
内
に
先
行
実
施

し
、
来
年
４
月
か
ら
西
病
棟

の
玄
関
を
使
い
た
い
。

問

　堀
之
内
病
院
の
療
養
病

床
の
取
り
扱
い
は
ど
う
か
。

答

　療
養
病
床
を
老
人
保
健

施
設
に
変
え
れ
ば
当
直
医
が

不
要
と
な
り
、
看
護
師
も
若

干
減
ら
せ
る
が
、
ま
だ
決
定

で
は
な
い
。

※

課
題
を
検
証
す
る
た
め
、

基
幹
病
院
の
視
察
・
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　小
出
病
院
の
解
体
手
法
や

今
後
の
堀
之
内
病
院
の
形
態
、

新
病
院
構
想
に
お
け
る
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想
、
守
門

診
療
所
の
歯
科
廃
止
、
患
者

送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　小
出
病
院
の
解
体
工
事

費
は
平
成
28
年
度
予
算
に
計

上
す
る
の
か
。

答

　解
体
工
事
を
早
期
に
発

注
す
る
た
め
、
解
体
費
の
上

限
を
５
億
円
と
す
る
債
務
負

担
行
為
を
平
成
27
年
度
予
算

と
し
て
補
正
計
上
し
、
12
月

議
会
に
提
案
し
た
い
。
た
だ

し
、
平
成
27
年
度
に
は
支
出

は
発
生
せ
ず
、
平
成
28
年
度

と
な
る
。

問

　堀
之
内
病
院
の
療
養
病

床
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ

た
か
。

答

　今
の
ま
ま
１
年
間
継
続

す
る
。

問

　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
構

想
の
白
紙
化
に
つ
い
て
。

答

　小
出
病
院
の
外
構
図
面

の
中
に
点
線
で
表
記
し
て
い

た
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想

は
、
近
接
地
に
新
庁
舎
の
建

設
案
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
保
健
福
祉
機
能
を
集

約
し
た
い
。
構
想
に
あ
っ
た

病
児
保
育
機
能
は
小
出
病
院

内
に
開
設
す
る
。

問

　病
院
解
体
工
事
が
終
わ

れ
ば
敷
地
に
余
裕
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答

　将
来
の
西
病
棟
建
替
用

地
と
し
て
確
保
し
た
い
。

問

　基
幹
病
院
通
院
バ
ス
の

停
留
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

答

　要
望
は
受
け
て
い
る
。

現
在
の
通
院
バ
ス
を
公
共
交

通
に
移
行
し
た
い
。
ま
た
、

小
出
駅
か
ら
干
溝
経
由
で
基

幹
病
院
、
浦
佐
駅
に
行
く
路

線
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
利
用

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

庁
舎
再
編
整
備

　
　

特
別
委
員
会
報
告

　魚
沼
市
新
庁
舎
建
設
候
補

地
評
価
選
定
報
告
書
（
５
カ

所
）
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。
ま
た
、
委
員
か

ら
は
、
庁
舎
再
編
基
本
計
画

（
案
）
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
や
建
設
に
賛
成
す
る

発
言
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　新
庁
舎
建
設
を
前
提
に
委

員
会
運
営
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
庁
舎
の
位
置
と
財
源
に

つ
い
て
重
点
的
に
調
査
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　新
庁
舎
建
設
候
補
地
５
カ

所
を
現
地
調
査
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
再
編
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　平
成
37
年
ま
で
の
財
政
予

測
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新

庁
舎
候
補
地
と
し
て
、
北
部

公
民
館
周
辺
が
多
数
意
見
と

な
り
、
一
定
の
方
向
性
が
見

い
だ
さ
れ
た
。

10
月
8
日

11
月
10
日

10
月
16
日

10
月
28
日

　市
長
か
ら
、
新
庁
舎
の
建

設
位
置
は
北
部
公
民
館
に
隣

接
す
る
市
有
地
及
び
そ
の
周

辺
と
し
、
第
４
回
（
12
月
）

定
例
会
に
議
案
提
案
す
る
こ

と
、
市
民
説
明
会
を
12
月
13

日
に
開
く
と
の
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

11
月
25
日
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１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
94
号

魚
沼
市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

　位
置
だ
け
を
先
行
し
て

決
定
す
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
条
例
提
案
を
撤
回
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答

　撤
回
は
考
え
て
い
な
い
。

問

　新
庁
舎
建
設
位
置
に
つ

い
て
住
民
へ
の
説
明
を
全
く

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

　議
会
へ
の
説
明
を
経
て

か
ら
市
民
説
明
会
に
出
て
い

き
た
い
。

※

質
疑
を
行
っ
た
が
、
延
会

と
し
、
会
期
中
の
12
月
15
日

に
再
度
委
員
会
を
開
く
こ
と

と
し
た
。

　前
回
に
引
き
続
き
質
疑
を

行
っ
た
。

問

　建
設
位
置
を
決
め
、
事

業
費
を
最
小
限
に
抑
え
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
庁
舎
を

つ
く
る
努
力
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

　過
度
な
費
用
を
必
要
と

す
る
よ
う
な
方
向
に
行
か
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

問

　位
置
を
決
定
す
れ
ば
、

議
論
の
場
を
設
け
て
市
民
や

団
体
な
ど
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
く
考
え
か
。

答

　基
本
設
計
の
段
階
で
市

民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問

　12
月
13
日
の
１
会
場
の

み
の
市
民
説
明
会
で
十
分
理

解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答

　質
問
に
対
し
て
市
の
考

え
方
を
説
明
し
た
。
最
終
的

に
は
議
会
で
決
定
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

問

　位
置
と
合
併
特
例
債
の

活
用
は
、
議
員
の
90
％
が
賛

成
し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
説
明
し
、
委

員
会
で
も
調
査
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問

　建
設
事
業
費
の
上
限
設

定
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　設
計
者
を
含
め
最
低
限

の
経
費
で
建
設
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

※

さ
ら
に
継
続
し
て
審
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
継
続

審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

12
月
15
日

12
月
11
日

総
合
計
画
特
別
委
員
会

10
月
8
日

12
月
13
日

11
月
25
日

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
主
要
な
施
策

の
成
果
指
標
に
つ
い
て

問

　数
値
目
標
は
執
行
部
と

し
て
の
責
任
を
持
つ
と
い
う

姿
勢
で
あ
り
評
価
す
る
が
、

現
状
維
持
あ
る
い
は
ほ
ん
の

少
し
だ
け
と
い
う
感
じ
を
全

体
的
に
受
け
る
。
も
う
少
し

戦
略
的
な
数
値
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答

　例
え
ば
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
年
々
利
用
者
が
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

最
低
で
も
実
績
を
上
回
る
数

値
が
必
要
で
あ
る
。
現
実
と

し
て
今
は
こ
の
程
度
と
な
る
。

し
か
し
、
い
か
に
人
に
乗
っ

て
い
た
だ
く
か
と
い
う
施
策

は
今
後
も
考
え
て
い
く
。

問

　市
民
に
開
か
れ
た
行
政

運
営
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

財
政
運
営
目
標
が
、
現
状

22
％
は
仕
方
な
い
と
し
て
も

５
年
後
も
27
％
、
45
％
と
い

う
の
は
目
標
値
が
低
す
ぎ
る
。

少
な
く
と
も
半
数
を
超
え
る

数
字
を
目
標
と
し
て
行
政
運

営
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　担
当
課
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
主
要
な
施
策

の
成
果
指
標
に
つ
い
て

問

　公
共
交
通
に
つ
い
て
利

用
人
数
の
目
標
を
上
乗
せ
し

て
い
る
が
、
庁
舎
を
整
備
す

れ
ば
も
っ
と
多
く
の
利
用
が

あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
路

線
や
時
間
の
見
直
し
は
、
総

合
計
画
の
中
で
考
え
て
い
る
か
。

答

　公
共
交
通
の
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問

　カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
低
炭
素
社
会
の

到
来
を
迎
え
る
た
め
に
も
盛

り
込
ん
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、

先
般
も
足
立
区
と
の
交
流
の

中
で
こ
の
話
が
出
た
が
、
10

年
間
の
目
標
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
目
標
値
を
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

　今
回
の
指
標
は
各
項
で

１
つ
以
上
で
あ
る
の
で
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
記

載
は
盛
り
込
ん
で
は
お
ら
ず
、

目
標
値
と
し
て
今
は
上
げ
て

い
な
い
。
環
境
基
本
計
画
の

中
で
目
標
値
を
上
げ
て
い
る

の
で
、
そ
ち
ら
で
考
え
て
い

き
た
い
。

問

　市
民
協
働
、
市
民
参
画

な
ど
の
推
進
等
で
６
カ
所
、

75
％
以
上
と
い
う
高
い
ハ
ー

ド
ル
を
科
し
て
い
る
。
10
月

８
日
の
委
員
会
で
は
低
い
と

い
う
声
が
あ
り
上
積
み
を
し

た
が
、
か
な
り
高
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
に

至
っ
た
経
過
は
何
か
。

答

　前
回
の
委
員
会
で
は
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
が
あ
っ
た
。
や
る
以
上
は

半
分
で
は
な
く
理
解
度
を
深

め
る
に
は
少
し
高
い
設
定
の

75
％
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

議
案
第
１
０
５
号

魚
沼
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
策
定
に
つ
い
て

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

※

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　市
民
、
企
業
等
が
、
自
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
認
識
し
、
主
体
的
に
削
減

す
る
努
力
を
行
う
と
と
も
に

削
減
が
困
難
な
部
分
の
排
出

量
を
把
握
し
、
他
の
場
所
で

実
現
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
・
吸
収
量
等
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
）
の
購
入
、
他
の

場
所
で
排
出
削
減
・
吸
収
を

実
現
す
る
活
動
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
削
減
困
難
な
排
出

量
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

※

議
会
改
革
特
別
委
員
会

１

　子
ど
も
議
会
・
傍
聴
に

つ
い
て

　実
施
と
対
象
学
生
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

●
教
育
委
員
会
の
所
管
で
な

い
高
校
生
は
難
し
い
。

●
社
会
科
で
議
会
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
る
中
学
生
を
対

象
に
す
る
の
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

●
来
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が

18
歳
以
上
に
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
中
学
生
が
い
い
。

　な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　子
ど
も
議
会
を
来
年
度
か

ら
実
施
す
る
方
向
と
し
、
対

象
を
教
育
委
員
会
所
管
の
中

学
生
と
す
る
こ
と
を
議
長
に

報
告
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

２

　議
会
費
予
算
の
確
保
に

つ
い
て

　「平
成
27
年
度
当
初
予
算

県
内
市
の
状
況
」
等
の
資
料

説
明
を
受
け
、
検
討
し
た
。

●
各
委
員
会
、
各
会
派
で
検

討
し
た
う
え
で
議
長
・
委
員

長
会
議
で
調
整
す
る
シ
ス
テ

ム
が
よ
い
。

●
議
員
図
書
室
の
図
書
を
充

実
さ
せ
る
予
算
要
求
を
す
べ

き
で
あ
る
。

●
政
務
活
動
費
の
増
額
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　各
委
員
会
、
各
会
派
か
ら

要
求
案
を
出
し
、
議
長
に
お

い
て
全
体
の
コ
ン
セ
サ
ン
ス

を
図
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

３

　委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
映
像
配
信
に
つ
い
て

　本
日
午
後
か
ら
開
催
さ
れ

る
庁
舎
再
編
整
備
特
別
委
員

会
を
録
画
し
、
そ
れ
を
見
た

う
え
で
早
急
に
課
題
を
抽
出

し
、
克
服
で
き
る
か
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

映
像
配
信
に
つ
い
て

　８
日
に
開
か
れ
た
庁
舎
再

編
整
備
特
別
委
員
会
の
録
画

映
像
を
検
証
し
、
課
題
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

●
予
算
や
職
員
の
配
置
、
費

用
対
効
果
な
ど
十
分
検
討
し

て
か
ら
が
よ
い
。

●
議
場
に
来
ら
れ
な
い
市
民

の
た
め
に
も
配
信
し
た
方
が

よ
い
。

●
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
配
信

す
る
方
向
で
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　議
場
で
開
か
れ
る
委
員
会

の
映
像
を
配
信
す
る
方
向
で

取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し
た

が
、
開
始
す
る
時
期
に
つ
い

て
、
早
急
に
す
べ
き
と
い
う

意
見
と
、
課
題
を
解
消
し
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と

い
う
意
見
に
分
か
れ
た
旨
、

議
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

10
月
16
日

10
月
8
日
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１

　付
託
案
件
の
審
査

議
案
第
94
号

魚
沼
市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

　位
置
だ
け
を
先
行
し
て

決
定
す
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
条
例
提
案
を
撤
回
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答

　撤
回
は
考
え
て
い
な
い
。

問

　新
庁
舎
建
設
位
置
に
つ

い
て
住
民
へ
の
説
明
を
全
く

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

　議
会
へ
の
説
明
を
経
て

か
ら
市
民
説
明
会
に
出
て
い

き
た
い
。

※

質
疑
を
行
っ
た
が
、
延
会

と
し
、
会
期
中
の
12
月
15
日

に
再
度
委
員
会
を
開
く
こ
と

と
し
た
。

　前
回
に
引
き
続
き
質
疑
を

行
っ
た
。

問

　建
設
位
置
を
決
め
、
事

業
費
を
最
小
限
に
抑
え
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
庁
舎
を

つ
く
る
努
力
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

　過
度
な
費
用
を
必
要
と

す
る
よ
う
な
方
向
に
行
か
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

問

　位
置
を
決
定
す
れ
ば
、

議
論
の
場
を
設
け
て
市
民
や

団
体
な
ど
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
く
考
え
か
。

答

　基
本
設
計
の
段
階
で
市

民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問

　12
月
13
日
の
１
会
場
の

み
の
市
民
説
明
会
で
十
分
理

解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答

　質
問
に
対
し
て
市
の
考

え
方
を
説
明
し
た
。
最
終
的

に
は
議
会
で
決
定
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

問

　位
置
と
合
併
特
例
債
の

活
用
は
、
議
員
の
90
％
が
賛

成
し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
説
明
し
、
委

員
会
で
も
調
査
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問

　建
設
事
業
費
の
上
限
設

定
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　設
計
者
を
含
め
最
低
限

の
経
費
で
建
設
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

※

さ
ら
に
継
続
し
て
審
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
継
続

審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

12
月
15
日

12
月
11
日

総
合
計
画
特
別
委
員
会

10
月
8
日

12
月
13
日

11
月
25
日

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
主
要
な
施
策

の
成
果
指
標
に
つ
い
て

問

　数
値
目
標
は
執
行
部
と

し
て
の
責
任
を
持
つ
と
い
う

姿
勢
で
あ
り
評
価
す
る
が
、

現
状
維
持
あ
る
い
は
ほ
ん
の

少
し
だ
け
と
い
う
感
じ
を
全

体
的
に
受
け
る
。
も
う
少
し

戦
略
的
な
数
値
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答

　例
え
ば
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
年
々
利
用
者
が
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

最
低
で
も
実
績
を
上
回
る
数

値
が
必
要
で
あ
る
。
現
実
と

し
て
今
は
こ
の
程
度
と
な
る
。

し
か
し
、
い
か
に
人
に
乗
っ

て
い
た
だ
く
か
と
い
う
施
策

は
今
後
も
考
え
て
い
く
。

問

　市
民
に
開
か
れ
た
行
政

運
営
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

財
政
運
営
目
標
が
、
現
状

22
％
は
仕
方
な
い
と
し
て
も

５
年
後
も
27
％
、
45
％
と
い

う
の
は
目
標
値
が
低
す
ぎ
る
。

少
な
く
と
も
半
数
を
超
え
る

数
字
を
目
標
と
し
て
行
政
運

営
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　担
当
課
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
主
要
な
施
策

の
成
果
指
標
に
つ
い
て

問

　公
共
交
通
に
つ
い
て
利

用
人
数
の
目
標
を
上
乗
せ
し

て
い
る
が
、
庁
舎
を
整
備
す

れ
ば
も
っ
と
多
く
の
利
用
が

あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
路

線
や
時
間
の
見
直
し
は
、
総

合
計
画
の
中
で
考
え
て
い
る
か
。

答

　公
共
交
通
の
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問

　カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
低
炭
素
社
会
の

到
来
を
迎
え
る
た
め
に
も
盛

り
込
ん
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、

先
般
も
足
立
区
と
の
交
流
の

中
で
こ
の
話
が
出
た
が
、
10

年
間
の
目
標
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
目
標
値
を
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

　今
回
の
指
標
は
各
項
で

１
つ
以
上
で
あ
る
の
で
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
記

載
は
盛
り
込
ん
で
は
お
ら
ず
、

目
標
値
と
し
て
今
は
上
げ
て

い
な
い
。
環
境
基
本
計
画
の

中
で
目
標
値
を
上
げ
て
い
る

の
で
、
そ
ち
ら
で
考
え
て
い

き
た
い
。

問

　市
民
協
働
、
市
民
参
画

な
ど
の
推
進
等
で
６
カ
所
、

75
％
以
上
と
い
う
高
い
ハ
ー

ド
ル
を
科
し
て
い
る
。
10
月

８
日
の
委
員
会
で
は
低
い
と

い
う
声
が
あ
り
上
積
み
を
し

た
が
、
か
な
り
高
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
に

至
っ
た
経
過
は
何
か
。

答

　前
回
の
委
員
会
で
は
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
が
あ
っ
た
。
や
る
以
上
は

半
分
で
は
な
く
理
解
度
を
深

め
る
に
は
少
し
高
い
設
定
の

75
％
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

議
案
第
１
０
５
号

魚
沼
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
策
定
に
つ
い
て

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

※

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　市
民
、
企
業
等
が
、
自
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
認
識
し
、
主
体
的
に
削
減

す
る
努
力
を
行
う
と
と
も
に

削
減
が
困
難
な
部
分
の
排
出

量
を
把
握
し
、
他
の
場
所
で

実
現
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
・
吸
収
量
等
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
）
の
購
入
、
他
の

場
所
で
排
出
削
減
・
吸
収
を

実
現
す
る
活
動
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
削
減
困
難
な
排
出

量
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

※

議
会
改
革
特
別
委
員
会

１

　子
ど
も
議
会
・
傍
聴
に

つ
い
て

　実
施
と
対
象
学
生
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

●
教
育
委
員
会
の
所
管
で
な

い
高
校
生
は
難
し
い
。

●
社
会
科
で
議
会
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
る
中
学
生
を
対

象
に
す
る
の
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

●
来
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が

18
歳
以
上
に
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
中
学
生
が
い
い
。

　な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　子
ど
も
議
会
を
来
年
度
か

ら
実
施
す
る
方
向
と
し
、
対

象
を
教
育
委
員
会
所
管
の
中

学
生
と
す
る
こ
と
を
議
長
に

報
告
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

２

　議
会
費
予
算
の
確
保
に

つ
い
て

　「平
成
27
年
度
当
初
予
算

県
内
市
の
状
況
」
等
の
資
料

説
明
を
受
け
、
検
討
し
た
。

●
各
委
員
会
、
各
会
派
で
検

討
し
た
う
え
で
議
長
・
委
員

長
会
議
で
調
整
す
る
シ
ス
テ

ム
が
よ
い
。

●
議
員
図
書
室
の
図
書
を
充

実
さ
せ
る
予
算
要
求
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す
べ

き
で
あ
る
。

●
政
務
活
動
費
の
増
額
を
検

討
す
べ
き
で
あ
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ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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委
員
会
、
各
会
派
か
ら

要
求
案
を
出
し
、
議
長
に
お

い
て
全
体
の
コ
ン
セ
サ
ン
ス

を
図
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

３

　委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
映
像
配
信
に
つ
い
て

　本
日
午
後
か
ら
開
催
さ
れ

る
庁
舎
再
編
整
備
特
別
委
員

会
を
録
画
し
、
そ
れ
を
見
た

う
え
で
早
急
に
課
題
を
抽
出

し
、
克
服
で
き
る
か
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

映
像
配
信
に
つ
い
て

　８
日
に
開
か
れ
た
庁
舎
再

編
整
備
特
別
委
員
会
の
録
画

映
像
を
検
証
し
、
課
題
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

●
予
算
や
職
員
の
配
置
、
費

用
対
効
果
な
ど
十
分
検
討
し

て
か
ら
が
よ
い
。

●
議
場
に
来
ら
れ
な
い
市
民

の
た
め
に
も
配
信
し
た
方
が

よ
い
。

●
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
配
信

す
る
方
向
で
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　議
場
で
開
か
れ
る
委
員
会

の
映
像
を
配
信
す
る
方
向
で

取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し
た

が
、
開
始
す
る
時
期
に
つ
い

て
、
早
急
に
す
べ
き
と
い
う

意
見
と
、
課
題
を
解
消
し
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と

い
う
意
見
に
分
か
れ
た
旨
、

議
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

10
月
16
日

10
月
8
日



1819 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

常任委員会行政視察報告

・現庁舎の利活用の計画はどうなっているか。
・財政運営が厳しい中で、最小限の庁舎にすべきである。
・庁舎建設は、まちづくりの視点で検討してほしい。教育、雇用、人口問題も含めた大きな問題である。

庁舎再編整備特別委員会で調査していきます庁舎再編整備特別委員会で調査していきます

・魚沼基幹病院の駐車場が遠く、冬季が心配だ。対策をしてほしい。
・堀之内病院は今後どうなるのか。

地域医療対策特別委員会で調査していきます地域医療対策特別委員会で調査していきます

・選挙権が18歳以上となるが、市議会で対応策は考えているか。
・政務活動費の金額はどうか。適正に支出されているか。

議会改革特別委員会で調査していきます議会改革特別委員会で調査していきます

・除雪体制に対する要望が出ていると思うが、少しでも改善してほしい。
・バイオマス発電の検討状況はどうか。
・市から、上大塚橋を2本撤去したいとの説明がある。水路が併設されており、水が来なくなることが懸
　念される。撤去しないでほしい。

産業建設委員会で調査していきます産業建設委員会で調査していきます

・介護施設を充実させてほしい。
・中学校の学区再編はどうなるのか。

福祉文教委員会で調査していきます福祉文教委員会で調査していきます

・地方交付税が平成27年度から毎年順次減額される。この対策をどうするのか。
・北部振興事務所の存続と権限強化を望む。周辺地の住民生活を守ってほしい。
・小出郷文化会館の民営化はどうなるのか。
・空き家の除雪を集落の役員が行っている。市の補助金など対策をしてほしい。
・原子力災害時の避難計画の具体策はどうするのか。
・定住自立圏構想の話があるが、将来湯沢町、南魚沼市との合併について議論しているのか。
・人口減少対策をどうするのか。

　総合計画とはまちづくりの最上位に位置づけられ、長期的展望に立ち計画的効率的な行政運営の指針となる
ものです。
　第二次魚沼市総合計画（計画期間は平成28年から10年間）は、約100名の市民メンバーからなる魚沼市ま
ちづくり未来会議の検討を経て原案が作成され、パブリックコメントの実施と議会の総合計画特別委員会での
協議により策定に至りました。

総務委員会で調査していきます総務委員会で調査していきます

調査の経過は、議会だよりで随時報告していきます。

　魚沼市議会では、議会基本条例第7条の規定に基づき11月2日・3日の2日間、6会場で議会
報告会を開催しました。
　皆様からいただいた貴重な意見を政策提言の糧とし、今後の市政運営に反対していくよう取
り組みたいと考えます。

平成27年 第2回議会報告会を開催しました平成27年 第2回議会報告会を開催しました

市政に対し皆様と意見交換しました(主な意見)市政に対し皆様と意見交換しました(主な意見)

第二次魚沼市総合計画を可決しました特集

産業建設委員会（10月20日〜21日）

場　　所 視　　察　　内　　容

岐阜県郡上市 小水力発電について

長野県阿智村 商工観光振興について

長野県飯田市 小型木質バイオマスについて

福祉文教委員会（10月21日〜22日）

場　　所 視　　察　　内　　容

山梨県都留市 都留市版ＣＣＲＣ構想について

東京都中野区 地域型保育事業について

神奈川県小田原市 小規模特認校について

総務委員会（11月11日〜12日）

場　　所 視　　察　　内　　容

長野県小諸市
公募型ゴミ処理焼却施設について
コンパクトシティについて

長野県上田市
移住定住支援事業について
議会報告会について

魚 沼 市 各 種 計 画 体 系 図 （平成28年4月1日〜）
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市民協働・自治体運営教育・文化産　　業健康・福祉環境衛生・自然生活基盤

魚沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略 魚 沼 市 山 村 振 興 計 画

魚沼市過疎地域自立促進計画魚沼市人口ビジョン

第二次魚沼市総合計画
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魚沼市議会ホームページは でご覧になれます。魚沼市議会 検索
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あ

と

が

き

　平
成
28
年
年
明
け
の
議
会

だ
よ
り
は
「
新
庁
舎
位
置
」

の
特
集
号
と
な
る
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
さ
ら

に
市
民
と
の
意
見
交
換
、
意

見
聴
取
を
行
い
、
よ
り
良
い

結
論
を
出
す
よ
う
取
り
組
み

た
い
で
す
。

　魚
沼
市
議
会
は
本
会
議
の

ほ
か
に「
総
務
」「
福
祉
文
教
」

「
産
業
建
設
」
の
３
つ
の
常

任
委
員
会
、「
地
域
医
療
対

策
」「
庁
舎
再
編
整
備
」「
総

合
計
画
」「
議
会
改
革
」「
広

報
編
集
」
の
５
つ
の
特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
各
委
員

会
で
は
、
住
民
の
よ
り
良
い

暮
ら
し
の
た
め
の
政
策
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
つ
い
て

集
中
的
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
委

員
会
は
設
備
の
関
係
も
あ
り
、

ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
委
員
会
の
傍
聴
に
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

高
野
甲
子
雄
）

　魚
沼
市
が
合
併
し
て
10
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
10
年

間
に
人
口
が
５
，
０
０
０
人

も
減
少
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と

集
落
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
が
多
く
出
て
し
ま

い
ま
す
。

　よ
う
や
く
市
も
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
姿
勢
を
市
報
12

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
よ

く
読
ん
で
み
る
と
、
こ
こ
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、

過
去
の
市
長
選
挙
や
市
議
会

議
員
選
挙
で
各
候
補
者
が
公

約
と
し
て
掲
げ
た
項
目
と
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
何
が
不

足
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

予
算
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
ア
イ
デ
ア
で
し
ょ
う
か
。

　議
員
の
皆
様
、
建
設
的
で

活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
、
若
い
人
が
職
を
求

め
て
都
会
に
出
な
く
て
も
す

む
よ
う
に
、
そ
し
て
明
る
い

未
来
を
想
像
で
き
る
魚
沼
市

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

　防
災
士
と
は
、自
助
、共
助
、

協
働
を
原
則
と
し
て
、
社
会

の
様
々
な
場
で
防
災
力
を
高

め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ

の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一

定
の
知
識
・
技
能
を
習
得
し

た
こ
と
を
、
日
本
防
災
士
機

構
が
認
定
し
た
人
で
す
。

　現
在
魚
沼
市
に
は
、
正
確

な
人
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

各
地
区
に
お
り
ま
す
。

　私
も
２
０
１
３
年
に
魚
沼

市
の
助
成
に
よ
り
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
と
き
の
受

講
者
は
魚
沼
市
在
住
者
52
名

で
し
た
。
消
防
団
員
の
方
、

自
主
防
災
組
織
の
方
、
い
ろ

議案賛否の状況……………………………… 4ページ

一般質問……………………………………… 5〜11ページ

市長行政報告・補正予算…………………… 3ページ

魚沼大原スキー場

本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします

… 18ページ　　総合計画・常任委員会行政視察報告

…………………………………… 19ページ議会報告会

……………………… 12〜17ページ常任・特別委員会報告

市民の声・あとがき………………………… 20ページ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

　市
議
会
議
場
は
広
神
庁
舎

３
階
に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の

手
続
き
は
、
受
付
用
紙
に
氏

名
等
を
記
入
す
る
だ
け
で

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　学
校
・
各
種
団
体
の
場
合

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　定
例
会
は
年
４
回
（
２

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

開
か
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
会
が
開
か
れ

ま
す
。

　日
程
は
、
市
報
お
知
ら

せ
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
字
数
３
５
０
字
程
度

●
タ
イ
ト
ル

●
住
所
・
氏
名

　（
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き

　ま
せ
ん
。）

●
顔
写
真
を
同
封
の
う
え
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　（顔
写
真
の
掲
載
を
希
望

　さ
れ
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。）

送
り
先

　魚
沼
市
議
会
事
務
局

　︵
魚
沼
市
今
泉

　
　
　１
４
８
８
番
地
１
︶

﹁
市
民
の
声
﹂
の

原
稿
を
募
集
し
ま
す

い
ろ
な
立
場
の
方
が
受
講
し
、

各
地
区
に
お
ら
れ
ま
す
。

　魚
沼
市
で
は
、
防
災
士
に

関
し
て
は
組
織
化
を
し
て
お

ら
ず
、
各
防
災
士
は
そ
れ
ぞ

れ
個
人
と
し
て
活
動
を
進
め

て
い
る
の
が
現
状
と
思
い
ま

す
。
私
は
幸
い
な
こ
と
に
地

区
の
自
主
防
災
組
織
と
と
も

に
活
動
の
場
を
与
え
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

防
災
士
の
方
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

活
動
し
た
く
て
も
機
会
が
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　意
見
を
交
換
す
る
場
も
あ

り
ま
せ
ん
し
、
連
絡
す
ら
で

き
ま
せ
ん
。

　防
災
士
は
民
間
資
格
で
す

の
で
災
害
時
に
特
別
な
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
防
災

機
関
と
役
割
分
担
、
す
み
分

け
を
し
て
防
災
の
一
翼
と
な

れ
る
よ
う
、
魚
沼
市
の
防
災

士
が
集
ま
り
意
見
交
換
等
で

き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
防
災
士
の
活
動
に
つ
い
て

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
会
議
の
映
像
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
魚
沼
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
会
議
録
も
議
会
事

務
局
、
図
書
館
（
室
）、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
会
議
の

　映
像
配
信
を

　
　
　し
て
い
ま
す

定例会・　　庁舎問題……………………… 2ページ特集

特集

新
保

　鈴
木
重
男
さ
ん

魚
沼
市
の
将
来
を
憂
う

下
倉

　韮
澤
幸
彦
さ
ん

魚
沼
市
防
災
士
に
つ
い
て

う
れ


